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議 案 の 審 議 結 果

議 案 番 号 議 案 名
議 決 議決の

年月 日 結 果

第1号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の定
H25.2.18 可 決

年等に関する条例の制定について

第2号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の再
H25.2.18 可 決

任用に関する条例の制定について

第3号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の分

限の手続及び効果に関する条例の制定に H25.2.18 可 決

ついて

第4号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の懲

戒の手続及び効果に関する条例の制定に H25.2.18 可 決

ついて

第5号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の服
H25.2.18 可 決

務の宣誓に関する条例の制定について

第6号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の職

務に専念する義務の特例に関する条例の H25.2.18 可 決

制定について

第7号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の育
H25.2.18 可 決

児休業等に関する条例の制定について

第8号 議 案 北播磨総合医療センター企業団職員の給

与の種類及び基準に関す る条例の制定に H25.2.18 可 決

ついて

第9号 議 案 北播磨総合医療センター企業団の一般職

の職員の退職手当に関す る条例の制定に H25.2.18 可 決

ついて

第10号 議案 北播磨総合医療センター企業団職員定数

条例の一部を改正する条例の制定につい H25.2.18 可 決

て

第11号 議案 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する H25.2.18 可 決

条例の制定について



第12号 議案 北播磨総合医療センター企業団奨学金貸

与条例の一部を改正する条例の制定につ H25.2.18 可 決

いて

第13号 議案 平成25年 度北播磨総合医療センター企
H25.2.18 可 決

業団病院事業会計予算

第14号 議案 平成24年 度北播磨総合医療センター企

業団病院事業会計補正予算(第1号)
H25.2.18 可 決
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第16第14号 議案 平成24年 度北播磨総合医療センター企業団病院事

業会計補正予算(第1号)
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◇ 議 事

く開会 〉 午後1時30分

○議長(加 岳井 茂)

み な さん こん にち は、本 日は 雨の中、第7回 北播 磨総 合 医療 セ ンター企 業

団議 会の開会に先立ちま して、ごあい さっ を申し上 げます。

本 日ここに定例会 が招集 されま した ところ、議員 の皆様 におかれ ま して は

公私 とも何 か とご多用 にも関わ りませず、 ご参集いただき、開会の運びに至

りま した ことに深 く感謝 を表す る ところでございます。

さて、本 日の議会 は、いよいよ北播磨総合医療センタ・・一・・の10月 オ ープ ン

に 向 けて の重要 な議 会 になるものと考 えます。

今期定例 会に付議 され ます案件 は、 「北播磨総合 医療セ ンター企 業団職 員

の定年 等に関す る条例の制定」のほか11件 の条例 の制 定 並び に 「平 成25

年 度 北播 磨 総合 医療 セ ンター一・・企業団病院事業会計予算」及び 「平成24年 度

北播 磨総 合 医療 セ ンター企 業 団病院事業会計補正予算(第1号)」 の14件 の

議 案 で ご ざい ます。

議員 の皆様 におかれま しては、何 とぞ ご精励 を賜 りま して、本 日提案 の案

件 に対 しま して 「慎重」にご審議いただき、 「適切」「妥 当」な結論 が得 られ

ます よ うにお願い 申し上げま して、開会 のご挨拶 とさせていただきます。

〈開議 〉

○議長(加 岳 井茂)

これ よ り、本 日の会議 を 開 きます。

日程 に入 るに先立ち、諸般の報告 を申 し上げます。

監査委員か ら例月 出納検査結果報告書及び定期監査結果報告書の提出が あ

り、 これ らの写 しを既 にお手元 に配付 をいた してお りますので、 ご清覧をお

願いいた します。

次 に、その他 の報告 については、議会事務局長か らご報告いた します。

○議会事務局長(小 西桂 一)

ご報告 いた します 。

現在 の 出席 議員 は、10名 で あ ります 。

次 に、今期 定例 会 に提 出 されます議案並びに本 日の議事 日程表は、既 にお

手元に配付 いた しま した とお りで ございます。

次 に、地方 自治法第121条 の規 定 に よ りま して、説 明の た め今期定例会

に出席 を求めま した者 の職 ・氏名 は、お手元にプ リン トにて配付いた してお

ります ので、朗読 を省略 させていただきます。

報告事項は、以上で ございます。



〈 日程第1会 議 録 署名 議員 の指名 につ い て 〉

○議長(加 岳 井茂)

これ よ り日程 に入 ります 。

日程 第1、 会議 録 署名 議員 の指名 で あ ります。

会議録署名議員は、議長 より指名いた します。

6番 加 島淳 議員 、8番 堀元 子議 員 、以 上2名 にお願 い をいた します 。

〈 日程 第2会 期 の決 定 につ い て 〉

○議 長(加 岳 井茂)

次 に、 日程第2、 会 期 の決 定 につ い て を議題 といた します。

お諮 りいた します。本定例会の会期 は、本 日1日 間 といた したい と思 い ま

す 。

これ にご異議あ りませんか。

【「異議 な し」 と声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

ご異議 な しと認 め ます。 よっ て、会期は1日 間 と決 定 いた しま した。

〈 日程 第3～16、 第1号 ～第14号 議i案〉

○議 長(加 岳 井茂)

次 に、 日程第3、 第1号 議案 、 北播 磨 総合 医療 セ ンター企業団職員 の定年

等に関す る条例の制定についてか ら日程第16、 第14号 議案 、平成24年

度 北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業 団病院事業会計補正予算(第1号)ま で を一

括 して議題 とい た します 。

この際、蓬莱企業長か ら、開会 に当たっての ごあい さつ と合わせま して、

ただ今上程 されま した議案の提案理 由の説明を求めます。

【「議長」の声 あ り】

〈企業長 あい さっ ・提案理 由説 明〉

○議長(加 岳井 茂)

蓬 莱企 業長 。

○企 業長(蓬 莱務)

失礼 た します 。第7回 北 播 磨総 合 医療 セ ンター 企 業団議会定例会 に当た り

ま して、一言 ごあい さつ を申し上げます。

本 日、第7回 企業 団議 会 定例 会 を招 集 い た しま した ところ、議員の皆様方

におかれま しては、公私何か とご多用 の中をお繰 り合 わせ の上、 ご出席 を賜

り、 ここに開会の運びに至 りま した ことに対 しま して、心か ら厚 くお礼 を申

し上げます。

北播磨総合 医療セ ンターの建設の進捗状況 につ きま しては、全体スケジュ



一ル といた しま しては、予定 どお り現在進捗いた してお ります ことを、まず

ご報告 申 し上げます。

現在 は、最上階、っま り7階 ま で コン ク リー ト打設 が1月 末 に完 了 いた し

ま した。 そ して、今は塔屋の型枠組み立てに取 り掛 かってお ります。また、

医師、看護 師の宿舎棟 につきま して も、最上階まで完 了 してお ります。また、

病院本館棟 の内装 工事につきま しては、1階 か ら順 次 、 区画 間仕 切 り、天井

内の配線 ・配管に も取 り掛かってお ります。 国道市場東交差点、 ここは信号

がついて三木方面か らの右折 ラインも使 われ るわけです が、そ して新都市 中

央線 も入 る とい うことでございます。 こ うい う交差点か らも、 ほぼ全貌が見

えている状況 です。建築工事 の進捗率は1月 末 で約60%と ご理 解 い ただ き

たい と思 い ます。

そ して、 ソフ ト面では、情報システムの構築作業や各部門の詳細 な運用計

画の策定な ど、具体的な検討 も進 めてお ります。平成25年10月 のオー プ

ン をめ ざ して 、北播 磨総 合医療センターの建設、そ して開設準備 を着実 に進

めておる ところであ ります。 まさに、北播磨総合医療セ ンターが見 える形で

進行 してお ります。

ところで、既に新聞報道でご存 じか と思いますが、小野市民病院が医師の

減少に よりま して、詳細 に言います と33名 の 医師 が18名 に なる とい うこ

とで ご ざい ます。 それで、この3月 か ら4病 棟 の うちの2病 棟 を閉鎖 いた し

ます。 具 体 的 に 申します と、床数 はもとも と220床 な のです が 、 も ちろん

220床 満 床 にな る こ とはあ りませ ん 、190床 ぐ らい で しょ うか、 オ フ ィ

シ ャル でいいます と220床 が109床 にな る とい うこ とで ご ざい ます 。い

わゆる入院が半減 とい うことにな ります。

外来診療については、他病院か らの医師、特 に三木市民病院か らの医師で

行います。 といいますのは小野市民病院か ら内科がなくなったか ら外科全員

が三木市民病院へ行 く、そこを拠点 に して、三木市民病院か ら小野市民病院

へ応援す る とい うことになるわけです。 あるいは、西脇病院に行 かれた人が

応援 に入 る とか、そ うい うよ うな形で、いわゆる33名 か ら18名 に減 って

い るわ けです が 、外 来診 療に関 しては医師の応援態勢が整 ってお りますので、

これまで どお りの診療体制を維持す るとい うこ とでございます。

これ は統合 に向けての一時的な もの と受け止 めま して、何 としても統合病

院 を円滑 に開院 したい と考 えてお ります。そ うい うことで、なぜ統合病院が

できる前 に医師が辞めていったか とい う背景であ ります が、統合病院 とい う

のは、神戸大学医学部 と連携 して、いわゆる高度医療を提供す る病院 とい う

こ とで ございま して、勤務 を希望 して も神戸大学医学部 の医局 との話におい



て、人事権はそち らに委ねておるわけです ので、残念なが ら統合病院にはあ

なたはその残 るスタ ッフの要員 としてのメ ンバーに入っていません とい うこ

とになる。希望 しても叶わない医者 、それ か ら、高度医療等、身体的肉体的

それ か ら技量的な面 も含 めて、この際、家 に帰 って開業 しようとい う医師や、

あるいは、独 立を してや りたい とかそのよ うな方 もい らっ しゃった とい うこ

とで、い わゆる 自己都合 で退職す るとい うことであ ります。

問題 は早 く辞 めるとい うところです。私 は開設者で ございます ので、院長

と開設者で、慰留のた め個別 に呼んで話 を致 しま した。 ジュネーブ宣言、要

す るにちゃん とした医師 としての見識 を持 った、そ うい う責務 とか使命感 を

果たす とい うのが、医師のモ ラル条件 として世界 的な宣言になるわけなので

す。 ところが、残念 なが ら、立っ鳥跡 を濁 さずではなくて、普通 な ら民間企

業 もそ うであ りますが、10月 以 降の再 就職 先 は決 めてお い て、9月 末 まで は

勤 め させ て い ただ く と、次 の人 にバ トンタ ッチす るまではちゃん とや る とい

うのは社会通念上当た り前の ことにな ります けど、この医師の世界では、そ

うい うことを随分話 を致 しま して理解 され た方 もお られ たのですが、結果 的

には早 く辞める とい うことで近 隣の病院に、あるい は神戸の病院に移 られ た

方 もあ ります。

本来 な ら、受 け入れ側 の病 院もちゃん としてか ら来な さい とい うのが、医

師の本来のあるべき姿だ と私は思ってお ります。 それ も受け入れる側 も受 け

入れ る側。 ど うい うこ とか とい うと、受け入れ側 は医師が増 えた結果 、もし

その人 が何 らかの事情で辞 めた としま しょ う。そ した ら、辞 めま したので神

戸大学 の医学部の方へ、医師を確保 したい と希望を出 したとしま しょう。 そ

の時は、医局 を通 じた人事であ りませんので、あなたの ところで勝手に採 っ

た医者ですか ら、欠員 になってい る医師は派遣できませ んよと、これが本質

になる と思います。長期的 に見た らそ うい う問題が生 じて くるとい うことも、

皆 さん方 に本質 として是非 ご理解 をいただきたい。 これ がや は り医師の今 の

現実の姿であ りま して、我々 としても随分依頼を し、神戸大学 とも話 を し、

あるい は病院長 同士で連携 を取 りなが ら話 を してきた とい うこ とも事実であ

りま して、仕方 ない とほった らか してい るのではない とい うこ とだけはご理

解 をいただきたい。 しか し、 これは現実 の姿であ ります。

そ うい う、なぜ辞 めたのか とか、人間 ドックは どうなるのか、三木市民病

院 との連携 をどうす るか とい うこ とにつきま しては、小野市の方ではQ&A

集 を作 って3月 の広 報 ととも に全 戸配布 をいた しますので、その点 について

は周知 を したい と思 ってお ります。話が長 くな りま したが、非常に重要 なこ

とであって、誤解 も出てお るよ うですので、神 戸新 聞等 に載 りま したのも、



この際、明快 に情報 を提供 した方 が良い と判断 し、記者会見で発表 した とい

うことであ ります。

本来 な らば、賛否両論 あ りま して、そ こまではっき り苦 しい状況 を言 う必

要はなかったのではないか とい う人 もい るのですが、医療 とい う観 点か らい

くと明快な事実は事実 として情報を開示す るとい うのが基本的 な考 え方であ

ります ので、 この点ご理解 をいただきたい と思います。結果 として三木市民

病院等 に大変 ご迷惑 をお掛 けしてお るわけですけ ども、ある意 味では20年 、

30年 先 を考 えた時 の ほん の少 しの 間の辛抱 とい うのは、住民市民 もまた意識

改革 を してそれに堪 えざるを得ない と、これ が新 しい ものをや るための大き

なプ ロセスであるとい う具合 にご理解 を賜 りたい と思います。

さて、 このたびの定例会に上程 させ ていただいてお ります議案 につきま し

ては、条例議案12件 、予算 議案2件 の、合 わせ て14件 で あ ります 。

条 例議 案 につ き ま しては、24年 度 に開院 に 向 け看護 師確保 に取 り組 んでき

た ところであ りま して、今年4月 以 降 に企業 団職 員 を採 用 す る に当た りま し

て、必要な条例整備 を行お うとす るものが主な内容で ございます。

また、予算議案 につきま しては、平成25年 度 の建設 事 業費 及び 開院 後 の

運 営費、並びに平成24年 度 の建 設 事業 費 の不 用額 確 定分 の減額を しよ うと

す るもので ございます。

議案 の細部につきま しては、事務局長 か ら説明をいた します。

何卒、議員各位 におかれま しては、一層の ご精励 を賜 り、慎重なるご審議

の上、適切 なるご決定を賜 ります よ うお願 い申 し上げます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西本 事 務 局長 。

○事 務 局長(西 本 則彦)

それ で は 、議 案 内容 につ き ま して、事務局か ら説明を させていただきます。

まず、第1号 議 案 、北 播 磨総合 医療セ ンタv・一・・一企 業 団職 員 の定年 等 に関する

条例 の制定につきま しては、企業団職員 の定年退職 日、定年年齢 、勤務延長

期間等 につきま して、必要な事項 を定めよ うとす るもので ございます。

次 に、第2号 議 案 、北 播 磨総合 医療セ ンター企業団職員の再任用 に関する

条例 の制定につきま しては、地方公務員法の規定に基づき、定年退職者等の

再任用 につきま して、必要な事項 を定めよ うとす るもので ございます。

次 に、第3号 議 案 、北 播 磨総合 医療セ ンター企業 団職員の分 限の手続及び

効果 に関す る条例 の制定につきま しては、地方公務員法の規定 に基づき、勤

務実績が良 くない場合や心身の故障に よ り勤務 に支 障がある場合に行 う、職



員の意に反する降任、免職、休職及び降給の手続及び効果につきまして、必

要な事項を定めようとするものでございます。

次に、第4号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員の懲戒の手続及び

効果に関する条例の制定につきましては、地方公務員法の規定に基づき、職

務上の義務違反があった場合や非行があった場合に行 う、職員の懲戒の手続

及び効果につきまして、必要な事項を定めようとするものでございます。

次に、第5号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員の服務の宣誓に関

する条例の制定につきましては、地方公務員法の規定に基づき、職員の服務

の宣誓につきまして、必要な事項を定めよ うとするものでございます。

次に、第6号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員の職務に専念する

義務の特例に関する条例の制定につきま しては、地方公務員法の規定に基づ

き、職務に専念する義務を免除される場合は、研修を受ける場合、厚生に関

する計画の実施に参加する場合など、職員の職務に専念する義務の特例につ

きまして、必要な事項 を定めようとするものでございます。

次に、第7号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員の育児休業等に関

する条例の制定につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の規

定に基づき、育児休業期間や育児休業の再度の延長ができる特別な事情など、

職員の育児休業等につきまして、必要な事項を定めようとするものでござい

ます。

次に、第8号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員の給与の種類及び

基準に関す る条例の制定につきましては、地方公営企業法の規定に基づき、

給与の種類は給料及び手当とし、手当の種類は管理職手当、扶養手当、地域

手当など、職員の給与の種類及び基準につきまして、必要な事項を定めよう

とするものでございます。

次に、第9号 議案、北播磨総合医療センタ・一一一一企業団の一般職の職員の退職

手当に関す る条例の制定につきましては、北播磨総合医療センター企業団職

員の給与の種類及び基準に関する条例の規定に基づき、退職手当の支給対象

者、支給割合など、職員の退職手当につきま して、必要な事項を定めようと

するものでございます。

次に、第10号 議案、北播磨総合医療センター企業団職員定数条例の一部

を改正する条例の制定につきましては、企業団職員の定数について、平成3

0年4月 のフルオープン時の想定職員数700人 をこのたび定数 として定め

ようとす るものでございます。

次に、第11号 議案、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、退職手当審査会委



員の報酬 を定 めるとともに、開院までの期 間の病院長 内定者の採用 を想定 し、

必要な改正 を行 お うとす るものでございます。

次に、第12号 議案 、北播 磨総 合 医療 セ ン タv・・一・・企 業 団奨学金 貸 与条例 の一

部 を改正す る条例 の制定 につきま しては、企業団が財政的支援 を予定 してお

ります 関西 国際大学が、この平成25年4月 に医療保 健 学部看 護 学科 を開設

す るこ とに伴い、奨学金貸与の適用を除外す る学校 について、現在 の播磨看

護 専門学校 に加 え、関西国際大学 を追加 しよ うとす るもので ございます。

引き続 きま して、予算議案 の説明を させ ていただ きます。

まず、第13号 議 案 、平成25年 度 北播 磨 総合 医療セ ンター企 業 団病院事

業会計予算 について、説明 させていただきます。

第2条 の業務 量 の想 定 につ きま して は、開院後 、6か 月 間の入 院患者 数 を

51,360人 、外 来患者 数 を92,250人 に定 め よ うとす るもので ご ざ

い ます。

また、建設改良事業 としま して、病院建設事業費103億2,084万4

千 円、病 院建 設事 務費5,890万6千 円、計103億7,975万 円で、

予 定総 事業 費200億 円の約52%に 当た る事 業 を実施 しよ うとす るもので

ございます。

第3条 の収 益 的収入 及 び支 出につ き ま しては、収入 を78億7,593万

3千 円、支 出 を82億362万 円 と し、 当年 度 純損 失3億450万 円 とす る

もの で ご ざい ます 。

第4条 の資本 的収入 及 び支 出につ き ま しては、収入 を104億5,038

万 円、 支 出 を130億7,691万3千 円 と し、収 入不 足額26億2,65

3万3千 円 につ き ま しては 、損益 勘 定留保資金等で補 てんしよ うとす るもの

でございます。

第5条 の債務 負 担行 為 か ら第11条 の重 要 な資産 の取 得及 び処 分 につきま

しては、それぞれ記載 の とお り定 めよ うとす るものでございます。

次 に、第14号 議 案 、 平成24年 度 北播 磨 総合 医療セ ンター企 業 団病院事

業会計補正予算(第1号)に つ いて 、説 明 させ てい ただ きます。

第2条 の業務 の予 定量 の補 正 につ き ま しては、建設改 良事業の うち、病院

建設事業費 を6,000万 円減 じ71億8,600万 円 に、病 院建設 事務 費

を800万 円減 じ1億2,600万 円 と し、予 定総 事業 費200億 円の約3

7%に 当た る事 業 を実 施 しよ うとす る ものでございます。

第3条 の資本 的収入 及 び支 出の補 正 につ きま しては、収入 を8,865万

円減 額 し、予算 総 額 を73億5,007万2千 円に、支 出を9,395万 円

減額 し、予 算 総額 を73億6,357万1千 円に しよ うとす る もので ご ざい



ます。

第4条 の債 務負 担 行 為 の補 正、 第6条 の関係 市 か らの負担 金 の補 正 にっき

ま しては、それぞれ記載 の とお り改 めようとす るもので ございます。

以上 で、議案 についての説明を終わ らせていただきます。

○議長(加 岳 井茂)

以 上 で条 例 関係12件 、予 算 関係2件 、合 わせ て14件 の提案 理 由の説 明

が終 わ りま した 。

これ よ り質疑並び に一般質問に入 ります。

通告 に より、順次、発言 を許 します。

9番 、松原 久 美 子議 員。

【「議 長 、9番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳 井茂)

9番 、松原 久 美子 議員 。

09番(松 原 久美 子)

皆 さん こん に ちは。9番 、三木 市議 会 、松 原 久美 子 で ございます。

三木 市、小野市の統合病院開業の年 を迎 え、いよい よ総仕上げに向け、北

播磨総合 医療セ ンタニの企業団議員 として決意新たにス ター トしたい と思っ

てお ります。 この極寒の中、現場で作業 されてい る方 々をは じめ、それぞれ

の場所で懸命 に準備作業 を進 めてお られ る関係各位 に感謝 申 し上 げる次第で

ございます。それ では第7回 北播 磨 総合 医療 セ ンタ ー企 業団議会の行われ る

に当た り、通告に基づき質問を行いますので、 よろ しくお願いいた します。

それ では、まず最初に医師確保 についてお尋ねいた します。

先 ほど、企業長 のごあい さつの中で、医師確保 の ことにつきま しては ご説

明をいただきま したけどれ も、本会議 とい うことですので通告 に基づき もう

一度質問 させていただきますので、重複 してお りますがお許 しいただきたい

と思います。

先 日、新 聞報道で小野市民病院の医師の大量退職 が報 じられ、統合病院開

業に向けての医師の異動や小野市民病 院の閉鎖後一部の医師が統合病院に移

って働 き続 けることが難 しくなっている との ことで した。統合病院は全27

診 療科 、総 病床 数450床 で 開設 す る と して あ ります が 、 この時期 にこのよ

うな報道 が出ます と果た して当初の予定 どお りできるのか不安 にな ります。

そこで、1点 目、現在 の医 師確 保 の状 況 について、三木市、小野市、それ

ぞれ の 目標 とそれ に対す る確保数 を、また4月 には 医局人 事 もあ る と聞い て

お ります ので、神戸大学か ら統合病院に対 し支援いただける数 を具体的にご

説明 くだ さい。



2点 目、開 業 まで に 目標 数 を確 保 で きなかった場合、 どのよ うな事態が想

定 され るか、またその対処は考えてお られ るのか、 ご説明 くだ さい。

3点 目、報 道 で は、小 野市 民 病院 は2月 ごろか ら患者 数 を調整 し、三木市

民病院など、他 の病院へ の転 院を依頼す る事例 もあ り、外来については他病

院か らの医師の応援、手術が必要な患者 はすべて三木市民病院な どに紹介 と

あ りま した。統合病院開業に向けて、パー トナー として助 け合 うのは もちろ

ん、命 を最優先に考 えると協力 はすべきものです。 しか し、三木市民にとっ

て、例 えば、待ち時間や手術 の順番 の増加 、応援 医師に対する報酬の負担 な

どの不安があ ります。三木市 民の不安払拭のた めに、三木市民病 院 と三木市

民への負担を どの ように考 えてお られ るのか、企業長、副企業長 それぞれの

考 えをお聞かせ くだ さい。

次に、看護 師の募集状況についてお尋ねいた します。

開院半年前 となって きた現在、看護師の充実 は欠 かせ ません。先 日の議員

総会での事務局の説明で、必要人員の確保 はで きそ うであると側 聞 します。

しか しなが ら、看護 師の人員数だけではな く、新病院へのモチベーシ ョンは

上がっているか とい うことも大事なポイ ン トと認識 します。そ こで、看護 師

の現在 の両病院か ら統合病院への異動について、期待感や雰囲気が盛 り上が

りつつ あるのか、現在 の各々の病院内の状況か らお聞かせ くだ さい。

最後 に、売店 ・レス トラン等についてお尋ね します。

売店 レス トラン等は、長時間を病院内で過 ごす患者 さんや見舞 客に とって

憩いの場で もある大事な場所 であ ります。 これ に関す るプロポーザルの申込

期間が、平成25年1.月10日 で締 め切 られ て お ります 。

1点 目、 プ ロポ ーザル の進 捗 状況 について ご説明 くだ さい。

2点 目、統 合病 院 と して一番 重視 し、求めてい る点について ご説 明くだ さ

い。以上です。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西本 事 務 局長 。

○事務 局長(西 本則 彦)

それ では 、松原 議員 の ご質 問 にお答えをいた します。

まず、医師確保 に関す るご質問の うち、医師の確保数 と三木市民病院等へ

の負担 につきま しては、互いに関連が ございますので私か ら一括 して事務局

としてのお答 えをさせ ていただきます。

統合病院の開院時における医師の 目標数は、70人 程 度 を想 定 して お りま

す 。



現在 の三木 ・小野両病院の医師数 は、4月1日 現在 で 三木 市 民病 院 が50

人 、小 野 市 民病 院 が18人 、 合計68人 とな る見 込 み と してお ります。 この

うち、統合病院へは現時点で62人 の 医師 が移行 す る予 定 で ご ざい ます。

この ことか ら、現時点で統合病院の総定数 か らします と、8人 の医師 が不

足 す る こ とに な りますが、今後、神戸大学か ら医師を派遣 していただき、当

初予定の人員は確保できるもの と見込んでお ります。

なお、現 両病院の医師数が三木市民病院で50人 、小 野市 民病 院 で18人

と、大 きな差 が 生 じて お ります が、医師の人事 につきま しては、神戸大学 の

医局 よって行われ た結果 によるものでございます。

現両病院 の医師の確保 目標数 は特に定めてお りませんが、仮 に運営費の負

担割合である三木市6割 、 小野 市4割 の この割合 で割 り戻 します と、三木が

41人 、小 野 が27人 を確 保 す べ き人員 とな ります。先 に申し上げま した、4

月1日 現在 の 医師数 と比 較 い た します と、三木が9人 多 く確 保 して い るこ と

にな りま して、開院までの半年間でその人件費は約8,000万 円を三木 が

負 担 す るこ ととな ります。

一方 、小野市民病 院の病棟 閉鎖に伴いま して、統合病 院の開院 に向けて小

野市民病院か ら三木市民病院へ看護師を研修派遣す る予定でご ざいますが、

この人件費 は約8,000万 円 とな り、 これ は小 野 市 民病 院 の負 担 とな りま

す。

以上のよ うに、経費面で見 ていきます と、三木市民病院、小野市民病院 と

もにほぼ同程度の負担 を して統合病院の開院 を迎 えるこ ととな ります。

続 きま して、 医師確保 に関す る質問の うち確保 できなかった場合 の対処に

ついてのご質 問にお答 えいた します。

目標数を確保できない場合 として、想 定の診療科 を開設できない場合、あ

るいは開設 がで きた として も、少人数 の医師に よる運営 を しなけれ ばな らな

い事態が予想 され、その診療科 の入院 と外来の患者数 の減少が考 え られます。

しか し、先 ほ どお答 えいた しま した とお り、当初想定 の人員 は確保 できる

もの と見込 んでお ります ので、現時点では不測 の事態 は想 定いた してお りま

せん。

続 きま して、二つ 目の看護 師の状況 についてのご質 問にお答 えをいた しま

す。

現両病院 の看護部 におきま しては、合 同での研修会や勉強会の開催 、ある

いは各担当 レベル での業務マニュアルの作成 、各々の病院での関係会議への

出席、業務上の人事交流 な ど、統合 を念頭 において、現在 の看護業務 を進 め

てお ります。



まず、小野市民病院の看護 師につきま しては当初、統合病院が急性期病院

を標榜 してい るた め、看護業務 の内容の違いか ら、少 なか らず不安感があっ

たことも事実でございますが、先 ほど申 し上げた研修会や勉強会、人事交流

な どによ り、不安感 も払拭 されつつあるもの と考 えてお ります。また、三木

市民病院での研修派遣 に対 し、長期間での研修 を希望す る看護 師もあるよ う

にお聞きいた してお ります。

一方
、三木市民病院の看護師につきま しては、統合病院で新 たに開設する

診療科 に対応 した看護業務 を行 うため、研修会の開催やマニュアルの作成 な

ど、積極 的に準備 を進 めてい るところで ございます。

以上の よ うな状況か ら、現両病院の看護部が一丸 となって、統合 に向かっ

て進んでいる と感 じてお ります。今後 も、看護業務の標準化や人間関係の構

築 など、統合病院が円滑に開院できるよ う努 めて参 りたい と考 えてお ります

ます。

続きま して、最後の ご質問、売店 ・レス トラン等 についての ご質問につい

てお答 えいた します。

議員 ご指摘の通 り、現在 、売店 ・レス トラン及び院内保育所の2種 類 の運

営 業務 を行 う業者 につ きま してプロポーザル方式で選定 を進めてお ります。

業者選定のスケジュール といた しま しては、昨年12月18日 に募 集 公告

を行 い、今 年1月10日 ま で に参加 表 明 を受 け付 け、1月29日 まで に企画

提 案書 の受 付 を終 了 しま した。現在は1次 審 査 を終 え、今 週か ら来 週 にかけ

て2次 審査 を行 い 、最 優秀 者 と優 秀者 の2者 を選 定 し、最 終的 に1者 を決定

す る予 定 で ご ざい ます 。

いずれの業務 にも複数の業者 が応募 してきてお ります が、現在、業者選定

委員会 において選定 をしている途 中であ り、また選定基準 にお ける重要度等

の内容 を今 明 らかにす ることは、選定業務に影響 を及ぼす可能性 があ ります

ので、現時点では、その内容 についての回答 は控 え させ ていただきたい と考

えてお ります。

以上で、松原議員 のご質 問に対す るお答 えとさせていただきます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

藪本 副企 業長 。

○副企 業長(藪 本 吉秀)

先 ほ ど、松 原議 員 の方 か ら三 木 市民や三木市民病院等への与 える影響 にっ

いて、お問い合わせが ございま したので、副企業長 の方 か ら事務局長の答弁

の補足を させていただきたい と思います。



ただいま、事務局長 がお答 え させていただきま した よ うに、仮定の計算で

は ございます が、いわゆるコス トとい う関係につ きま しては、小野、三木 と

い うことについては、基本 的にイーブンになったのではないか と、 あながち

当た らず とも遠か らず とい う形 で、事務局の試算 とい うものは対外的にも言

えることではないか と思ってお ります。

あわせて、これ は企業団議会でございますけれ ども、両市民病院 とい うこ

とで企業団議会が成 り立ってお りますので、あえて三木市民病 院の立場でお

答 えさせ ていただいた ことをお許 し賜わ りたい と思います。

まず、外来 に関 しま しては、現在三木市民病院は県 内でも唯一の再建病院

として指定 され る中で、外来患者数 がまだまだ健全化計画の 目標に達 してい

ない状況でございます。その中で先 ほ ど事務局長がお答 えしま した ように、

医局人事 とは言 いなが ら三木市 の方 に医師が増 える状況にございます。 それ

は、外来 とい うことをまず一つ取 りま しても、外来患者様 の増加 に対 して受

け入れ ることが十二分 に可能にな り、合 わせ て今 までの少 ない 医師数で対応

してお りま したので、待 ち時間が長い とい う苦情をた くさんい ただいてお り

ま したが、そ うい ったもの も短縮 を図ることができる。

そ うい う意 味で、外来については小野市民病院では従来 どお りな さり、そ

れに対 して三木市民病院に仮 に籍 を置かれて、派遣 とい う形で行 った りす る

中で、小野市民病 院においては、外来は従来 どお りなされ るとい うことでご

ざいますが、三木 市民病院に とってもこの度の関係 は外来に とっては非常に

プラスにな り、患者 さんのサー ビスにもつ ながる と考 えてお ります。

一方
、入院 については、私 どもも小野市民病院 と同 じよ うに220ベ ッ ド

とい う形 で ご ざい ます。 小 野市の場合109ベ ッ ドとい う形 で約 半減 な さる

とい うことですが、私 ども現在 ご案 内のとお り健全化計画再建途上 にある中

で、24年 度 の実 績 が ま だ2.月 、3月 の実 績 が 出て み ない とわ か らないわけ

ですが、当初 目標 に してお りま した一 日当た りのベ ッ ド数 が180人 に達す

るか達 しない か とい う状 況 で ございます。

その中で、小野市民病院 にはご苦労、 ご迷惑 を統合 にあたってお掛 けす る

ことになるわけですが、その小野市か らの患者様 を三木市民病 院が受 け入れ

る とい うことは、結果 として三木市民病院が再建の 目標 としてお りま した2

00ベ ッ ド数 を超 え る入 院 患者 数 に達す る とい うことに一部で も寄与 してい

るのではないか。

あわせ て入院患者数 の増加 をサポー トす る人的なスタッフとして、先ほ ど

事務局長 が申 し上 げま した よ うに、小野市民病院か ら小野市の負担 とい う形

で、看護師が研修派遣 とうい う形 で、実質派遣 を していただき、そ ういった



三木市民病院の病棟 の勤務 についていただ く。 そ うい うことは、増加す る入

院患者数 に対 して の医療スタ ッフの増 にな り、きめ細やかな患者サー ビスに

もつながる、ひいては、今言いま した ように経費面でもプラスマイナスゼ ロ

で もあ ります し、 ある意味でい きます と三木市民病 院の経営健全化 には、小

野市の議員様方、市民の皆様方にはある意味失礼な言い方 に聞 こえるか も知

れませんけれ ども、一部三木市の病院経営に とっては健全化に寄与す ること

にもつ ながるのではないのか と。 なに もそれ を期待 しているとい うわけでは

なくて、過渡期 に当たっての大局的な観点か ら見た場合のひ とつ の今 はこの

半年 間なん とかお互いにそ うい う形で痛みを有 しなが ら、お互 いパー トナー

で ございますので、協力 し合いなが ら乗 り切 っていかなければな らない と考

えています。

以上、補足 とさせ ていただきます。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

9番 、松原 久美 子議 員 。

09番(松 原 久美子)

丁寧 な ご答弁 あ りが と うござい ま した。

今 の副企業長の ご説明で、新聞報道ではど うなる事 か と思ってお りま した

が、パー トナー としてお互い足 りない ところを助 け合 う、そ ういった部分で

最終的には うま くい くであろ うとい うことで理解 させ ていただ きま した。小

野市民か らは看護 師を派遣 していただ き、三木市か らは医師を多めに とい う

ことで コス トもイーブ ンであ るとい うことで、両方 とも良い関係 が保 ってい

けるのではないか と、また統合病院に向けて先ほ ど質問の中で言 わせ ていた

だいた、看護師のモチベーシ ョンもお互いに交流す ることで上がってい くの

ではないか とい うことを大変期待 しておる ところでございます。

再質問になるのですが、先 ほ どこの議会の始まる前の運営委員会の中で話

が出ま したが、医師の確保について4月 の神 戸 大学 の 医局 人事 に よっておそ

らく大丈夫だろ うとい う事務局か らのお返事だったのですが、やは り医師を

そろえての リハーサル とか準備等に時間がかかるとい うふ うに説 明をいただ

いてお ります。そ うしま した ら、最終的な確保の リミッ トは4月 の 医局 人事

の 時 にな るのか 、 まだ余裕 があるのか とい うのが1点 目お 聞 き したい。

2点 目は、最 終 き ちん とこれ だ け確保 できま した と、 この企業団議会 にご

報告いただ けるのはいつにな るのかお聞き したい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)



西本事務局長。

○事務局長(西 本則 彦)

医 師ス タ ッフの確保 確 定 の時期 とい うことでございますが、基本 的には こ

の4月 の異 動 で一 定数 は確 保 の確 定数が出るであろ うと想定 してお ります。

それ と三木の診療科、小野の診療科 にもない診療科 を統合病院 では新たに開

設診療す る科がございますので、その診療科 につい ては少 し遅れ る、夏 ぐら

いをめどに確保 していきたい と考 えてお ります。できれ ば、 この8月 の定例

会 ぐ らい に、 あ る程 度 の数字 を言 える時期ではない か と考 えてお ります。以

上です。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井 茂)

蓬 莱企 業長 。

○ 企 業長(蓬 莱務)

今 、事 務 局 か ら話 して い ただ い たよ うに、医師の確保 は努力す るとい うこ

とで同時に確保できる とい うことで あ ります けれ ども、ご承知 の とお り4月

1日 付 で統合 病 院 の病 院長 が正式 に就任 します。これは ご承知 の とお り神戸

大学の現在 副学長 である、元神戸大学医学部出身の横野副学長 が院長 に正式

就任 となるわけです。そ うす ると、これだ け全国的に医師が不足 してい る中

で、神戸大学の附属病院的な意味合いの病院ができる。 しかも、この統合病

院はご承知の とお り、神戸大学の提案 によって我々はそれ に意思決定 をした

とい う経緯があ ります。ゆえに副学長 を送 り込んできた とい う経緯 もあ りま

す。

諸般 の事情か ら考 えます と、や は りそこまで神戸大学 医学部 とい う主張を

され、我 々が200億 円を掛 けて 、ま さに両市 の威信 を賭 ける とい うかたち

で、同時におそ らく何十年先 の人 口減少の中で、病院の経営 とい うのはか く

あるべ しとい う、そ うい う大 きなチャレンジを しよ うと してい るわけであ り

ます。神戸大学 医学部 としての大いなるチャ レンジ精神 の中に、副学長 は院

長 で乗 り込んで くる とい うことになるわけですか ら、ここで医師の確保 はで

きませ んで した とい うことになれば、これ は小野市、三木市の責任 とい うよ

りは、神戸大学 医学部 は何 をしてい るんだ とい うこ とになると思 うのです。

これはも う報道 だって、メデ ィアだって、しっか りとつ かんでい くと思 うん

です。

とはい うものの、繰 り返す よ うであ りますが、全国的に医師の確保 が大変

難 しい環境 の中に、どのへんまで精一杯努力 していただいた結果 、統合病院

が どのよ うな体制 にな るか とい うことは我 々注視 を してい くわ けです が、諸



般 の事情か ら考 えれば、この医局 とい う問題、それか ら看護師の確保 の 目途

についての問題等か ら考 えれ ば、や は り私は、ここは医局人事 を信用 し、神

戸大学 のマ グネ ッ トホス ピタル に対 しての基本 的な理念 を しっか りと認 識

を して、我々はそれ に懸 けるとい うくらいの思いを しっか り持ってお くこと

が、我々 自身が三木市、小野市のスタッフあるいは、企業長、副企業長 を含

む議会 もそ うであ りますが、若干不安ではないか とい う話が独 り歩 きすれば、

逆 に神戸大学 医学部に不信感 を持たれ るわけであ りますか ら、断固 としてや

って もらうのが当た り前 とい うそ うい うスタンスを、私た ちは一致 した形で

貫 くことが、結果 としては、全国初の この種の病院統合 とい うこ とですか ら、

それ を成功 させ るとい うことになる と私 は信 じてお ります。

そ うい う背景をご理解いただ ければ今 の段階では、私 はそ うい う見通 しで

あるとそ うい うふ うに理解すればいい と思います。ただ、近隣の病院等 につ

い てはかな り摩擦 が生 じるか と思い ます。 あの統合病 院ができたおかげで、

あそ こに引き抜かれた とか。や は り一つのパイの 中で取 り合 うとい うことも

現実 に起きてい ると思いますか ら、そのへ んの こともまた頭に入れなが ら、

や は り統合病院 とい えども近 隣の病院 と連携 を取 りなが ら、お互い にそれぞ

れ役割分担 を回 していかなければな らない。統合病院だけが良かった らいい

とい うわけではないです ので、その辺 のことを考 えると私 はポジテ ィブに考

えています けど、その点ご理解いただ ければ と思います。是非 とも再認識 を

していただ きたい と思います。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

9番 、松 原 久美 子議 員 。松 原議 員 、3回 目の質 問 にな ります の で ご注意 く

だ さい。

09番(松 原 久美 子)

はい 、わ か りま した。

あ りが と うございま した。企業長の 自信 を持った こ答弁。

両市民の関心事 は建物 ももちろんの ことなが ら、や は りどんな先生が どれ

だけ来 るか とい うこ とについて関心が集 まってお ります。先ほ ど言 われま し

た よ うに、神 戸大学の素晴 らしい方が院長 として来 られ るとい うことですが、

や は り関心事 は最後の最後まで、どんな先生が どれだけ来るのか とい うこと

を私たちも説 明を求 め られ るわけですので、最後まで油断の無い よ うにしっ

か りと医師確保 に向けてご努力いただきたい と思ってお ります。

最後 の質 問をさせ ていただきます。先 ほどプ ロポーザル の件 をお聞きしま

した。まだ、最終決定ができていない とい うことで詳細 は出せ ない とい うこ



とも理解 してお ります。

一点だけ
、レス トランなのですが、ちまたでは食べ るだけではな くて健康

に考慮 して、また栄養管理 をされた メニューで社員食 堂が流行 ってお ります。

病 院のレス トランの使命 としても、食べて健康になるとい うこ とがあっても

いいのではないか と私は思ってお ります。また、それを 目玉 として新病院の

一つ の特徴 として もいいのでないか と思 うのですが
、そのプロポーザル に応

募 してい る企業はそ うい うことにも対応 できるのか。また、この提案に対 し

て企業長、副企業長は どのよ うに思 われ るのか、ご見解 をお聞かせ くだ さい。

以上です。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西 本事 務 局長。

○事 務 局長(西 本則 彦)

レス トラ ンにつ い ては 、先 ほ ど議員がご指摘 あ りま したよ うに、一般の外

来患者用の一般用 と職員食 堂 と二つ設けてお ります。両方 ともに食材等 につ

きま しては、地産地消 であるとか、あるいはカロ リー消費である とかい うも

のをつけるように指示 は してお ります。病院のことです ので、やは り健康面

にも配慮 した食材 そ してメニューを考えてお ります。栄養管理面 については

そ うい うことです。それ と、職員食堂 もいわゆるスタ ッフが働 き続 けられ る、

働 きやすい職場づ くりとい うことで、完全 にセパ レー トした レス トランの構

造にいた してお ります。

私 の方か らは、以上で ございます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

蓬 莱企 業長 。

○ 企 業長(蓬 莱務)

先 ほ どの ご質 問 の言 われ る通 りでご ざいま して、やは り病院構造 もそ うで

あ ります し、それに附属す る ところも、やは りここは超一流だ なと言われ る

よ うな体制 を整 えてい くとい うことは、私は基本 的な考 えだろ うと思います。

ただ、問題 はやは り患者 が、地域性 も考えて、あ くまでも市民病院 として、

今 ど うい うことが出て くるか とい うと、今度の統合病院 とい うのは、事前 に

全部 開業 医その他 に当たって、いわゆ る初診 は診 てもらえないのではないか

とい う話が うわさで流れ たよ うです。

つま り、敷居が高い病院であって、なかなか初診 か ら行 けるとい うよ うな

病院ではない らしい とい う話 が独 り歩 き しま して、私 どももその よ うな質問



に対 して、「そんなことはないです よ」 とお答 え しているのですが、 当然 、

高度 医療 をや ります けれ ども、やは り市民病院 としてのそ うい う位置付 けか

ら、皆 さん、いつでも来ていいです よと、そ うい う開かれた病院 とい う考え

方 を持 ってお りますか らとい うことを言 ってい るのです が、や は りどうして

もそ うい う、一方では高付加価値の高い医療 を提供す る とい うことの拠点に

なることははっき りあ ります。

ただポイ ン トは何か とい うと、経営 とい うこ とです。まあ、走 りなが ら考

えるわけですけれ ども、その患者数が どうなって、医師がど うなって、そ し

て経営状態が ど うなっているか とい うことに対 して、あるいは地域性があっ

て患者 が高 くて もいいか らおい しい ものを食べ させ ても らって、栄養価の配

慮 されたそ うい う医療 とい うか食事 を提供 して欲 しい とい う、いわゆる阪神

近辺ではそ うい う医療 を提供する ところがあ ります。

しか し一方では、や は り弱者 のための身近 にある、身近な病院 とい う思い

もあるわ けですか ら、その辺 の ところを考 えた時に健康安全 の面では十分考

えなければい けないが、あの病院に行 った らホテル に行 ったよ うな料理 を食

べ させて もらえるとい うよ うな話 もあるのですが、そ うい うこ とを狙 ってい

るか とい うことについては、地域性 を考 えた時に、やは りその辺 はよく判断

しなければいけない。

多 くの皆 さんの意見 を聞きなが らや りますが、やは り財政状況、経営状況、

そ してそ うい う市民、住 民、近隣市を含 めた中での位置付け、いろんないわ

ゆる患者満足度志向 とい う徹底 したCS志 向 の 中で、私 た ちの地域性 を十分

認 識 した上で、病院の 中でどのよ うな食事 を提供す ることが望ま しいか、理

想論 ばか り言 った として も、や は り市民、住民に身近な病院であるとい うこ

とが一つ の大きなポイ ン トだろ うと思いますか ら、その辺 はこれか らしっか

り研 究 し、検討 していきたい と思います。

それ は提案の中で も出ていると思いますが、どこかで何かを辛抱 しなけれ

ばな らない とい うところは、私 は出て くる と思います。パーフェク トなこ と

を願 えば、結果 として大変 な病院 を作 ったが経営状態が想像以上 に厳 しくな

って きた とい うことになった後で、じゃあそ うい う附属の ものの経費 を節減

してい くとい う経費節減対策がにわか に出て くる とい うことになれ ば、問題

だろ うと思います。 出だ しの時 には十分その辺 を配慮すべきで ある。だが、

ある面では走 りなが ら考 えることも大事だ とい うことです。今の段階であん

ま り最初 か ら固定的な観念でそ うい う戦略を整 えてい くとい うことは、もっ

とフ レキシブル に考 えた らいい と思っています。答弁になったか どうか分 か

りませんが、それ だけいろんなことにもチ ャレンジ していかなければい けな



いが、現実 も一方で直視 しなければな らない とい うことで、企業長の立場 と

してはそ うい うふ うにお話 を したい と思います。

以上です。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

藪本 副企 業 長。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

先 ほ どの松 原 議 員 の統 合 病 院 の食 堂 におけ るプ ロポの関係 につ いてです

が、構造面、実際運用 してい くに当たっての ソフ ト面につきま して、現在 プ

ロポの内容 について、突 っ込 んだお話 をさせ ていただきたいのはや まやまで

すが、契約の最 中とい う形で ございますが、今、松原議員がお っしゃ られ ま

した方 向性 をほぼ満 たす よ うな方 向での 中でのプ ロポ審査 を我々 も行 って

お りますので、 ご心配の無い よ うに していただいて十分 でございます ので、

あ りがたいご指摘、本 当にあ りが とうございま した。そのよ うな方 向を踏ま

えて、業者等選定 をして参 りたい と思います。

以上、答弁 とさせていただきます。

○議長(加 岳 井 茂)

次 に、5番 、 中尾 司郎議 員。

【「議長 、5番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

5番 、 中尾 司郎議 員。

05番(中 尾 司郎)

それ で は、通 告 に基 づ き ま して質問を させていただきます。

北播磨総合医療センターの診察の待 ち時間についてであ りますが、多 くの

市民か ら待 ち時間を短縮できるよ うに とよく聞いてお ります。今回の診察 の

待 ち時間の短縮 に向けて、予約 システムを どのよ うに考えてい らっ しやるの

かお伺いを したい と思います。

【「議長」 の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西 本 事務 局長 。

○事 務 局 長(西 本 則彦)

それ では 、 中尾 議員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

統合病院での再診の予約枠 につきま しては、30分 単位 で設 定す る予 定 で

ご ざい ます。

ちなみに、現在の三木市民病院は30分 単位、小野市民病院は1時 間単位



で設 定 してお ります。ここで同 じ設定枠 を してい る三木市民病院の状況 を見

てみます と、診療科 によって異な ります が30分 の枠 内 に再診 、い わゆ る予

約 の 患者 を5人 か ら6人 程度 入れ てい ます。実 際 に は、初診の患者 もその合

間に入 って くるわけで ございます。です ので、実際には30分 の枠 の 中に1

0人 程 度 が入 りま して 、そ の結 果 として1時 間 か ら2時 間 の待 ち時 間が 出て

い る状 況 で ございます。

統合病院においては、30分 の枠 内に 再診 の患者 は5人 程度 の予約 を入れ

るこ とを想 定 していますが、実際には外来患者数 も増 えることも予想 されま

すので、三木市民病院以上 の待 ち時間が発生す ることも懸念 してお ります。

そ こで、少 しで も待 ち時間のイライ ラ感 を緩和す るために、外来スタ ッフ

による声か けを十分 に行 った り、あるいは呼出器 システムを導入 して、院内

の どこにいて も自分の予約時間になる とお知 らせす る とい うシステムで、待

ち時間を有効 に活用 していただ くことを考 えてお ります。

以上で、中尾議員の ご質問に対す るお答え とさせていただきます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

5番 、 中尾 議員 。

05番(中 尾 司郎)

と りあ えず 、お答 え を聞い たの ですが、30分 で5人 か ら6人 が今 の市 民

病 院 、今 度 は5人 ぐらい で とい うこ とです が 、初診 を入れてい くのですね。

初診の方 と再診 の方 を適切 に分 けてい くのですか。その初診の方は、初診の

先生の所 にできるだけ診 ていただいて、再診 は、再診 の方ばか りの先生なの

ですかね。そ うい う仕分け とい うのはできないのかな とい うの と、30分 で

した ら10分 前 に来 て くだ さい とい うこ とにな ります と、10分 の方 と当然

そ の時点 で40分 の方 が で き るわけ です。 ど うしても30分 を過 ぎ る とイ ラ

イ ラ感 とい うの は、当然 出て くると思 うのです。できるだけ、行 く人 に して

みれば、30分 以 内 で声 がか か る よ うに して ほ しいな と、こうなるわけです。

病 院で聞 きます と20分 で何 人 、10分 で何 人 とい うふ うな、もっ と間隔

を短 くされている病院 もあるよ うに聞いてい るんです。そ うい うこともでき

ないのかな とい う思いがあ ります。それ と、先ほ どお知 らせ を します とい う

ことを聞いたのですが、待 ってい る対象時間ですね、予約が当然遅れ ます と

ある程度電光掲示板 に、ある程度遅れ ます よとい うふ うな案 内も上げてほ し

いな と思 うのですが、ある病院に聞きます と、ピッチ とい うんですかね、間

違 っていた ら申し訳ないのですが、よくセル フの食堂で時間が来た らブザー

が流れ知 らせて くれる、それ と同 じよ うにそ うい うものを持た して、その間



喫茶店で も行ってて くだ さいね と、ある程度時間が来た らそのブザーが ピッ

となって、来 て くだ さいね とい うふ うな病院 もあるように聞いているのです

が、そのへんは どうお思いにな られ るのか、そ うい うことを考 えて くれるの

か とい うの もあ ります。

それ と、三木 の場合 は、直行のバスを考えています。ある程度、直行バス

の到着時間に、時間が もっと短 くなれば、その時間に合 わせて予約時間がで

きないのか、こ うい うことも思 うわけです。それ と、三木の場合 は再来機 と

い うのを付 けるとい うことになっているのですが、これ はその時点で予約が

完了 して、病院について受付 をも う一度 しな くていいのか、このへんを教 え

ていただきたい。何点 かいろいろ と言いま したが、分かる範囲でお答 えいた

だきたいを思います。

○議長(加 岳 井茂)

中尾 議 員 、今 の質 問3つ ほ どあっ た と思 うの です が、答弁者 は どなたにさ

れます か。

05番(中 尾 司郎)

だれ で も結構 です。

【「議 長 」 の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西本 事 務 局長。

○事務 局 長(西 本則 彦)

先 ほ どの再質 問にお 答 えをい た します。

まず、再診 と初診 の仕分け、診察室 を分 け られないのか とい うご質問であ

ったか と思いますが、再診 と初診 の仕分 け とい うお話で ございますが、将来

的な話で ございますが、医師が開院 当初 よりも充実す る科は、同一 の診療科

で複数 の診察室 が設置 できるよ うになれ ば、初診 と再診 の患者 さんを別 々の

部屋で対応できるよ うになって、その科 については待 ち時間がい くらかでも

短縮できるであろ うとい う想定は可能 でございます。

それ と2点 目に、30分 では な く、もっ と10分 とか20分 とか細 かい枠

設 定 が で きない のか とい うご質問があったか と思いますが、これにつ きま し

ては、予約枠の時間設定については先 ほ ども申 し上げま したが、診療科 によ

って診療 内容 が異な ります。また、その患者 さんの容体、あるいは検査があ

るのかないのか、条件が様 々に異な りますので、患者 の診 察時間にはある程

度余裕 が必要ではないか とい うことで、一定の時間枠30分 を設 定 したい と

考 えてお ります。

例 えば、あま りに細かい時間設定をいた します と、今言いま したよ うに検



査等の関係 で実態にそ ぐわない ことと、予定 どお りに診 察時間が進 まない場

合 に外来窓 口で患者 さん との トラブル の原 因にもな りま して、か えってご迷

惑 をお かけす るよ うな結果になるのではないか と考 えてお ります。です ので、

この30分 単位 とい う予 約枠 につ きま して は、近隣では神戸大学附属病院 を

は じめ としま して、西神 戸医療セ ンターあるいは県立加 古川医療センターな

ど、多 くの病院で採用 されてお ります。 これ らの病院は、先 ほ ど申し上 げま

したよ うな問題 を勘案 した上でた ど りついた運用の結果 ではないか と考 え

ますので、統合病院 としても予約枠 は30分 と設 定 して 運用 したい と考 えて

お ります。

続 きま して、案内表示、 ピッチ、ブザーのお話が あったか と思います が、

統合病院では先 ほども申し上げま した ように、統合病院に来た時に、受付の

段階で呼出機 とい うものを全 患者 さんに配布いた します。この呼出機 とい う

のは、先 ほ ど議員 がお っしゃった ように、 ピッチブザー音だけでお知 らせす

る機能 に加 えて、携帯の よ うに画面 に 「何外来 の中待合にお越 しくだ さい。」

とい うよ うな指示、あるいは 「会計が終わ りま したので、 自動精算機 の方へ

お向かい くだ さい。」な ど、そ うい う指示 も出 るよ うなシステムを入れ ます

ので、ブザー よりは さらに進 んだシステ ムが入 る予定で ございます。

再来機 の受付に関 しても三木市の対応です ので、後ほ どお答 えをさせ てい

ただきます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井 茂)

藪 本 副企 業長 。

○ 副企 業長(藪 本 吉秀)

統合 病 院 の運 営 に 当た って、待 ち時間の解消 とい うのが非常に大きな解決

していかなけれ ばな らない課題 になると思 ってお ります。ま さしく、中尾議

員 の言 われた とお りで ございます。

ただ、今年の10月 の開 院 時 は340床 での ス ター ト時 の 開院 で あっ て、

い わゆる医師が最終的にフルに揃 うのが、さらに4年 半 後 の平成30年 度 と

い うこ とで 、西 神 戸 医療 セ ンター もそ うであ りま したが、これ だけの規模の

病院にな ります と、や は り段階的な医師の増員で対応 していか ざるを得 ない。

そ うなった時に、先ほ ど事務局長 も申し上げま したよ うに、元々がいわゆ

る総合 医 とい う最初 に患者が運ばれてきた ときに トリアージ していって、ど

うい う中で どれだけの レベル、重症度な どを診 断す る、そ うい う医師 を育成

し、養成 してい くそ うい う機 関を 目指 してい るので、そ うい う意味ではきっ

ち りとした形で、議員がおっ しゃ られてお られ るよ うな形で、完成形 として



は初診 の方 と再診 の方をきっち りと振 り分 けられた形に よって、それが結果

としては待 ち時間の大きな短縮 につ ながってい くと思われます。

それ が定着 し、軌道に乗ってい くには、3年 ない し5年 とい う長い 目で見

て いか な けれ ばな りませんが、その間にも現実 に、待 ち時間に対 してのイ ラ

イラ感 をどのよ うに解 消 してい くのか、あるいは待 ち時間を少 しで も短縮 し

てい くのかについては、実際の運営に当たって も我々理事者側 も運営スタ ッ

フ側 も意 を用いてそれについては対処 して参 りたい、少 しでも短 くして参 り

たい とこの ように思ってお ります。

あわせて、三木 の方 の固有 の問題で ございますので、副企業長の私の方か

らお答 えを させ ていただきたい と思ってお りますが、三木 の場合はいわゆる

直通バス とい うものを運行 いた してお ります。小野市内 と言いま しても基本

的には小野 と三木 の市境 に近い所 にあ りますが、三木 自身の地形的な問題が、

ど うして もやは り東西 に細長い市でございますので、例 えば距離的な意 味で

言 うと吉川町や 口吉川町等があ ります。 とい うことは、や は り小野市に比べ

遠いのは地理的にやむを得 ない物理的な問題 でございます。

また、三木市の人 口の過半数 を占める所が、緑 ヶ丘、自由が丘等の地域 に

なってお りま して、こち らについては西神戸医療センター等 との競合エ リア

にな りますので、そ ういった ところの患者様 にも来ていただ くとい うことが

統合病院 の経営 に とって も安定的なものになるので、そ ういった ところか ら、

市 内全地域10地 域9ル ー トで直 通 バ ス を提 案 させ て いただい てお るわ け

でござい ます。

直通バス をご利用 され るに当たって、それぞれ乗 られ る公 民館 あるいは直

通バス内での、いわゆる再診受付 システム とい うものを導入いたす予定でご

ざいます し、また今度市議会 で上程 し、議決 を賜 らない と、これ も前に進 ま

ないわけで ございますが、いわゆる平均に して、それぞれルー ト設定を して

参 りますのが、公民館等か ら基本 的で ございますが30分 で行 け るよ うなル

ー ト設 定 に して お ります。物理的 にそれがかなわない ところもあ ります が、

少 なくともそ ういった意 味で、まず は30分 の時 間短縮 が再来 受付機 を通す

こ とに よって、いわゆる移動時間について、まずは短縮 できるのではないか

と、移動時間相 当分が待ち時間の短縮、広い意味で短縮 につなが るのではな

い のか。あわせて公民館等 で仮受付け した ものが、その時間をもって統合病

院の診察時間、順番 とい う形 にな りますので、いわゆる統合病院に着いてか

ら改めて受付 をす るとい うこ とに対 しての時間の短縮 、それは少な くとも3

0分 程 度 は可能 で は ない か と、合 計 に して仮定の計算で ございますが、この

システ ムな り直通バ スを利 用す るこ とに よって約1時 間以 上 の 短縮 にっ な



が るのではないか と思ってお ります。

そ うい った中で、受付 を2度 もす るの では な くて、1度 で済 ます こ とはで

きない の か とい う中尾議員 の最後の ご質問で ございますが、先 ほど事務局長

がお答 え しま したよ うに、すべての直通バスを利用 され る方以外 の方 々も小

野市民、三木市民を含 めて、いわゆる呼出機 とい うものを首の方 に付 けてい

ただ くとい う形 にな りますので、そ うい った意味か らもまた到着 していただ

いた とい うことを確認す るとい う意味か らも、簡単な簡易な受付 でなく本来

の意 味での本受付 とい うのは、やは り欠かす ことのできない一つの過程にな

りますので、それ につ きま しては専門の医療スタ ッフ、病院ス タッフがつ く

中でご丁寧 に案 内 させ ていただき対応いた します ので、そ この受付 を飛ば し

て しま うとい うことはできかねますので、その点はご了承賜 りたい と思って

お ります。

以上、答弁 といた します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

5番 、 中尾議 員 。

05番(中 尾 司郎)

確認 す る意 味 で、三 木 の再来機 を利用 した人 は統合病院で ど うしてもそ う

い うピッチですか、い ろい ろもらわない とい けないので、 どうしてももう一

度受付 をす るのですが、再来機 を通 した時間が受付 の時間になる とい う解釈

でいいんですね。

これ は要望 に3回 目は な るか と思 うのです が、や は り30分 以 上過 ぎ る と

だん だん人 間 とい うのはイ ライ ラして くると思 うのです。先ほ どの30分 単

位 でい きます と、 ど うして も先 ほども言いま した ように40分 、それ と待 ち

時 間 、都 合 で診 察 が遅れ る と、どん どん どん どん遅れてい くとイ ライ ライラ

イ ラす るので、どうして も短縮 とい うのですか、20分 、10分 、短 い ほ ど、

病 院 の方 は大 変 です け ど、患者 さんにすれば待 ち時間が短い方 がいいわけな

ので、で きるだけこれ を短 く、20分 単位 でや ってい る病 院 も あ る と聞いて

いますので、できれ ば短い時間に設定 をしていただ くよ うにお願いを したい

と思います。

それ と、変 な意味で変 な競争意識 とい うのがない ように、できた ら歯 医者

さんのよ うに、ある程度順番 を枠の中で も順番 を決 める とい うふ うにすれば、

その時間 ぐらいにある程度 ピンポイ ン トで人 はいけるのではないか と、こん

な気 もす るわけですが、それ はどうなのですか。やは り、病院 として歯 医者

さんの よ うにある程 度 ピンポイ ン トで順番 を入 れてい くとい うのは難 しい



ですか。そのへんをお伺い したい と思います。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳 井茂)

蓬 莱企 業 長。

○企 業長(蓬 莱務)

言 われ る こ とは十 分 わ か ります 。新 しい病院になった以上、今までの病院

より待 ち時間も少 な く、サー ビスの質が上が りス ピー ド感のあるとい うのは

当然 目指すべ きことだ と思います。

ただ一方 で、27科 あ るわ けです 。 そ の科 に よ って 、例 えば、 口腔外科 、

最近私は行 った ところなのですが、待 ち時間2分 、診 察 時 間1分 とい うよ う

な状況 で 、 「問題 な いです わ。」 とい うよ うな ところもあれば、脳神 経外科 の

よ うに慎重 に診察 しなければな らない科、あるいは緊急 に救急車で来 るよ う

な場合や 、あるいはそれ に準ず るよ うな ことな ど、27科 あ る と患者 と診 療

科 に よっ てそれ ぞれ差 があると思います。

当然、病院理念 として、いかに早 くス ピーデ ィーに患者満足度 を徹底 して、

中尾議員 のおっ しゃるようにす ることも大事 なのですが、一方 では、患者 の

意識改革 も必要であると思 うわけです。従来の延長線上の中で、 とにか くち

ょっ とで も、 どうして も患者 はわ らをもすが る思いで来 ると思 うが、しか し

一方では
、 この厳 しい環境 の中で私たちの容認で きる範囲内において、辛抱

でき ることは辛抱 しない といけない とい う意識 も持 っていかない とい けな

い と思 う。 そんな社会 が来てい るのだか ら。そ うい う中で、新 しい病院は、

一方 では言 われ るよ うな レベル ア ップ を図 る とい うこ とも大事で あ ります

が、ただ言 える ことは、メ リハ リをつける とい うことが大事だ と思います。

ど うい う科の ど うい う症状 の方で、そ こで瞬時 に判断 して、この方 は とにか

く早 くまわさない とい けない とか、救急でな くて もいいです よ、そ うい う優

しさとい うか、そ うい うメ リハ リをつけた管理体制 の強化 と、む しろその実

際の状況 を見 て コンシェル ジュ的 な配 置 を して判 断 を してそ うい う案内 を

してい く、その よ うな ことを一方で充実 してい くことも大事であると思いま

す。

とにもか くにも、すべてがある一定の時間内に予約制に基づいて淡々 と流

れ てい くよ うなことを病院に求めるのは、私 は所詮無理なことである と思い

ます。

や は り、新 しい病院 はま さに医療人だ けでなく、それを管理す る我々もそ

うである し、同時に患者 さん 自身 も新 しい時代の 中で医療 とは果 た して どう

なのか と。小児科の医療に対 してはいろんな問題 が出ています。あれの多 く



のことが、今 どん どん広がってい くと思 うんです。超高齢化社会の中で医療

に関わる人が増 えてい くわけですか ら、従来の延長線上の中で、い ろんな形

で皆 さんが、 どこでお互い に連携を しあって、辛抱す るところは辛抱 し、サ

ー ビスの質 を上げない といけない ところは更 に上 げ るにはど うした らいい

か と、いろんな角度か ら柔軟 に考えてい く必要があると思います。ただ何分

以 内にこ うやって、時間的にやってい くとい うことになれば、もう少 し丁寧

に しっか り診 たい なとい う医師の意欲 があった として も、結果的に次のこと

があるか ら、時間を重視 して流れ作業的にや ってい くことが果た していいの

か とい うことも、また弊害で出て くるかもしれません。

ですか ら、私はやは り新 しい病院は、新 しいモラル と新 しい医療の拠点の

哲学 とい うものを北播磨総合 医療セ ンター として、従来型の医療の拠点 を作

って、ただ大 き くなった とい うだけではなく、スピー ド感 のある、中尾議員

の言われ るよ うなそ うい うニーズ もしっか り捉 えます が、一方ではそ うい う

ような意識改革 も地域 の人たちも持 ってい く、そ うい う時代が来ているので

はないか、そ うい うことも私は一方では大事ではないか と思います。これ は、

あ くまで もどち らか とい うと企業長 として言 ってい けない こ とか も知れま

せんが、やは り今の時代、あま りにもすべての条件 を整 えることに金 を使い、

いろんな形で投入 してい くことだけが、これ か ら克服できるよ うな世の中な

のか といえぱ、私 はできない と思っているので、む しろどこかでお互いにそ

れ を辛抱 しあ うとい う中で、医療の体制 を どう整 えるか とい うことを最初に

や っていかない と、北播磨総合医療センターが出来た ら、まるで天国のよ う

な病院ができた とい よ うに過大評価 しちゃった らと私は思 うんです。や は り、

それを作 り上げてい くのは、住民であ り医師であ り我々病院に携 わっている

者であると思いますか ら。このよ うなこと言 った らぶ ち壊 しやないか とい う

ことにな るか もしれませんが、それ ぐらいの腹を持 っていかない と、経営は

成 り立たない とい うことをご理解いただきたい と思います。あま り、いい答

えではあ りませ んが、そんな もんなんです よとい うぐらいは、少 しは持 って

いただきたいな と思います。

○議長(加 岳井 茂)

次 に、8番 、堀 元 子議 員 。

【「議 長 、8番 」 の声 あ り】

○議 長(加 岳井 茂)

8番 、堀 元 子議 員 。

08番(堀 元子)

事前 通告 に従 い ま して 、以 下 の質問をさせていただきたい と思います。



私 は、今まで色々な公立病院の過去 をいろいろ と調べ ま して、公立病院 と

い うものが赤字経営に陥 り、あるいは閉院になったよ うな経緯 には三っある

のでは と思ってお ります。一つは、医療スタ ッフの数の確保 ができなくなっ

てきた こと。これが行政改革であれば数 を減 らす とい う方向でコス ト減 にっ

なが りますが、医療 スタッフとい うのは、数 を多 く確保す るほ うが収益 につ

ながってい く、7対1の 看護 体制 は典型 です が 、医師 について も同 じよ うな

ことが当てはまるよ うです。そ して二つ 目に、医療スタ ッフの確保ができな

かったこ とによる収入減 、患者減、患者 の数 が減 ってい く、それ に伴 う収入

減 、それが悪循環 になると思います。それか ら、三つ 目に過剰 な設備投資 と

言 いますか、こ うい うことでそれが結果 的に病院の首を絞めて しま う。です

か ら、設備投資 を していかない といけない とい う中にあって、それ をどのよ

うに捉 え られ てい るのか とい うことが非常 に大事 な よ うに私 は思ってお り

ます。

それでは、質疑 に入 らせていただきます。

7号 議案 、北 播磨 総合 医療セ ン ター企業団職員 の育児休業等に関する条例

の制定 についてです。

地方公務員の育児休業等 に関す る法律に準 じると、今現在、女性 が子供 を

産んだ後、育児短 時間勤務制度 を利用 した場合、1週 間で3日 勤務 す るパ タ

ー ンが2種 類 、1週 間 で5日 勤 務す るパ ター ンが2種 類 ある よ うです 。週5

日で 、1日3時 間55分 です か ら約4時 間弱 、それ を週5日 間来 るパ ター ン、

そ れ か ら1日5時 間弱 を週5日 間来 るパ ター・一一・ン、それ か ら週3日 の場 合 です

と1日8時 間勤務 です か らほ ぼ フル です ね。あるいは2日 間 を8時 間1日 フ

ル に来 ま して 、 それ か ら後 の1日 を約4時 間、 半 日のイ メー ジで しょ うか、

この4通 りのパ ター ン しか あ りませ ん。

今 、女性 の就 労に関 してはこの ようなことが言 われてお ります。就労率は

M字 力 ・一一・…ブ を描 き ます 。子 供が生まれた時に就労率はM字 の一番底 辺 に きま

す。 この こ とが、女性 に とってだけではなく、社会において非常 に大 きな損

失であるとい うことが言われてお ります。ですか ら、子 どもを産み育てると

い えば、一歩 も二歩 も大 きな社会のものでもあ りますが、この ことが社会 に

とって も非常に良い ことである と思いますので、で きるだけそ うい う方々を

社会 に人材 として有効活用 し、また労働人 口を 日本である程度 のパイを確保

してい くとい う意味で も、この週4日 以外 で の勤 務パ ター ン以外 が ない もの

か とい ろいろ考 えてお りま した。 これは、現場 か らも非常に大 きな要望があ

ります。週5日 で は も うほぼ毎 日で あ ります。医療の現場 とい うのは事務 と

違いま して、非常に肉体労働的 な要素があ りますので、毎 日あるいはその週



5日 でそれ が フル3日 来 る、それ以 外 にも4日 のパ ター ンが あ るので はない

か と。

それで、地方公務員 法第14条 に情勢 適応 の原 則 とい うもの が あ ります。

社会の情勢 を鑑みて新 たな雇用 とい うものが、この第14条 か ら適用 で きな

い か と考 えま した。また、 もう1点 、地方公 務員 の育児 休 業法 に 関す る法律

とい うものの、ここにはございませんが、第10条 第5項 とい うもの が ご ざ

い ます。 これ は、文言だけ読ませ ていただきますが、 「前各号 に掲げるもの

のほか、一週 間当た りの勤務 時間が五分の一勤務時間に二を乗 じて得 た時間

に十分の一勤務 時間 を加 えた時間か ら八分の一勤務 時間に五 を乗 じて得 た

時間までの範囲内の時間 となるよ うに条例で定める勤務 の形態」要す るに1

週 間 に合計 で24時 間 を超 えない範 囲で週4日 、です か ら1日6時 間 で新 た

なパ ター ン とい うもの が組める とい う法的根拠 もございます。この点につ き

ま して、新 しい雇用パター ンの創 出についてのお考 えをお示 しください。

次 に、一般質問に移 らせていただきます。先 ほどのこ答弁にすでにある部

分 も重複 してお りますが、事前通告 に従い ま して質問 させていただきます。

1点 目、統合 病 院 に向 けた 、医師 と看護師の確保 の現在 の進捗状況につい

て ご説明 くだ さい。 また以下の二点について もご説 明ください。

アンケー トの結果 については、拘束力がないため、今後 それ を どのよ うに

詰 めていかれるお考 えなのかご説 明 ください。

2点 目、小野 市 民病 院 で 内科や 外科 での医師が減少 し、2病 棟 が来 月 か ら

閉鎖 と報道 が あ ったが、統合病院での医療 スタッフの確保 に向けての影響 を

懸念す る声 もあ ります。今後 の対策についてのお考 えをお示 しくだ さい。

次に、一般質 問の2点 目に移 ります 。病 院 とい うのは、365日24時 間

稼 働 してい ます。 これ を止 め ることはできません。ですので、今後、各いろ

い ろなスタ ッフが出入 りし、また各医療機 関 との連携 を取ってい く中で、I

CT化 デ ジ タル 化 につ い てそ の必 要性 とい うものが論 じられ ている よ うで

す。また、反面デ ジタル化が遅れてい るとい う指摘 もよくな されてい るとこ

ろであ りますので、今後 のICT化 につい て どの よ うに取 り組 まれ ているか

ご説明 くだ さい。

次に、一般質 問の3点 目です。高 度 医療 を提供 で きる地域 に根差 した市民

病院 とい うことで、市民の期待が非常に大きい ものがあ ります。 日進月歩の

医療技術 に伴い、高度な医療機器 を備 えた病院 を持て ることは非常に喜 ば し

い ことです が、高額な医療機器の導入に際 しての経営上 のメ リッ ト、デ メ リ

ッ トを どの ように とらまえてお られ るのか ご説 明 くだ さい。

最後、4点 目です。 「マ グネ ッ トホ ス ピ タル」 とい うコンセ プ トの もと、



患者様や 医療スタッフを引きつけるための、魅力の ある独 自の他の病院にな

い よ うな北播磨総合 医療セ ンター独 自の対策について、どの ようなものが今

考 えられてお られ るのか ご説明 くだ さい。

以上で、私の一回 目の質問 を終わ ります。

【「議長」 の声あ り】

○議長(加 岳 井茂)

西 本事務 局長 。

○ 事務 局長(西 本 則彦)

それ で は、堀 議 員 の ご質 問 にお答 えをいた します。

まず、育児休業等に関す る条例 についてのご質 問にお答えをいた します。

議員 ご指摘の とお り、医療スタ ッフの確保 と継続雇用のためには、職員 に

とって魅力ある制度づ くりが必要であると考えてお ります。

お尋ねの育児短時間勤務 の形態 につきま しては、法令等の規定 に準拠 した

形態で運用 しよ うと考えてお ります。先 ほ ど、議員 か らご指摘 がございま し

た、地方公務員法第14条 の 「情勢 適応 の原 則 」 につ き ま しては、公務部 門

は民間に比べ、社会情勢 の変化 に弾力的、あるいは機 動的に対応することが

比較的困難 であるた め、この よ うな規定が されているこ とは十分 に承知いた

してお ります。一方で、同 じ地方公務員法第24条 で は 、 「国及 び他 の地 方

公 共 団体 と均衡 を失 してはな らない。」 とい う規定 もございます。 このよ う

な観点か ら、企業団では法令順守 、法令 に準拠 した形で現在条例を提案 させ

ていただいてお ります。

先 ほど、勤務パ タv・一・・ンの件 で 、週5日 勤務 と週3日 勤務 に加 えて週4日 勤

務 のパ タ ー ンを地 方 公 務 員 の育児休業法の条例 で定 め るパ ター ン として規

定 しては どうか とい うご意見で ございます が、週4日 勤 務 の場合 、概 ね そ の

法 律 で1週 間勤 務 時 間 の上 限 と下 限が定 まってお ります。それ以上の勤務 の

形態 を作 ることはできない定 めとなってお ります。この週4日 勤務 につい て

は 、概 ね週 に20時 間 か ら25時 間 内で設 定す るよ うな 定め に なってお りま

す。これ を1日 に割 り振 ります と1日5時 間か ら6時 間15分 程 度 、 とい う

こ とは 、1日 我 々 フル タイ ムで7時 間45分 勤務 とな る わけで すが 、先 ほ ど

堀 議員 がおっ しゃったよ うに、週5日 勤務 の場合 と同様 に、育児 休業 した者

の業務 を補充す る職員 を さらに採 用 して運用 してい かなけれ ばな らない と

い うよ うな条件 が発生いた します。このよ うな中で、パ ターンの拡大 とい う

のは、多 ければ多いほ ど育児休業 を短時間勤務 を希望 され る選択肢が広が る

ことになるわけですが、どこまで許容す ることが適 当で あるのか、あるいは、

また他 の職員の協力体制 、それか ら先 ほど申 しま したが、その業務を穴埋 め



す る補充職員をどのように確保 していくのか、等々課題はたくさんございま

して、現時点では法令の規定に準拠 した運用が望ましいのではないかと考え

てお ります。

次に、医師と看護師の確保についての うち、アンケー ト結果を受けての対

応 についてのご質問にお答えをいたします。

看護師、または医療技術職員の統合病院への移籍に関する意向調査につき

ま しては、確約書や覚書等を取っているわけではありませんが、まず意向調

査の前に統合病院での一定の勤務条件を説明 した上で、意向調査を行ってお

りますので、その精度は高いものと考えてお ります。

また、病院職員 として統合病院に行 くのか行かないのかとい う問いでござ

いますので、職員 として誠実に回答いただいていると考えてお り、信義則に

従って行動 されると信 じてお ります。

特に、看護師につきましては、先ほどの松原議員のご質問にもお答えいた

しましたが、研修会や勉強会での積極的な取組など、統合に向けての協力体

制は整いつつありますので、更なる方策は現時点では考えてお りません。

続きまして、医師と看護師の確保についての うち、小野市民病院の医師の

減少、並びに2病 棟の閉鎖による影響についてのご質問にお答えをいたしま

す。

新聞報道等で小野市民病院の医師の減少、あるいは病棟の閉鎖等の報道が

流れまして、医療スタッフにとっては少なからず動揺があったものと推察い

たします。

まず、医師につきましては、先ほど松原議員にお答えいたしましたとお り、

当初の想定数の確保はできるものと考えてお ります。また、医療技術職員に

つきましても、現両病院の職員で移行を希望する者の全員 とヒアリングをし

て人員に不足がある職種につきましては、新たに企業団が採用することで対

応 をいたしてお ります。

特に、今回のことで影響が懸念されます看護師につきましては、先ほどか

ら研修派遣等の話が出てお りますが、病棟閉鎖によりま して、看護師は人員

に余裕ができた小野市民病院から三木市民病院に研修派遣をして、今現在の

小野市民病院にはない循環器系であるとか集中治療などについての、医療機

能を研修することで、統合前に技術的な交流に加えて人事的な交流も深まる

もの と考えております。

続きまして、ICTい わゆる情報化についてのご質問にお答えをいた しま

す。

医療現場のICT化 につきましては、地域連携型医療を支える重要な要因



であると考 えてお ります。

まず、統合病院では、紙カルテ を使用せずに、電子カルテ を導入 して、こ

れ と連動 したかたちで、投薬や検査な どの指示 、いわゆる医師か らの検査等

の指示でございますが、これ をオーダ リングシステム と申しますが、これを

導入 するほか、看護計画を立案す る看護支援システム、あるいは放射線部 門

で の画像 システム、医事会計システムなども同時に稼働 し、院内の情報化 を

進 める予定でございます。

一方
、北播磨圏域 いわゆる第2次 医療 圏 、北播 磨圏 域 につ き ま しては、地

域連携型 医療 を進 めるために、医療機 関同士で患者 の血液検査等のデータや

レン トゲ ンの画像データなどの医療情報 を共有す ることができる 「北は りま

絆ネ ッ ト」 とい うものが、昨年12月 か ら試 験運 用 をい た してお ります。 こ

れ につ きま しては、統合病院 も開院後はこれ に参加す る予定で ござい ます。

高齢化の進展に伴いま して患者数 が増加 し、また これ に見合 う医師、看護

師の確保 の困難性な ど、医療 を取 り巻 く環境 は非常 に厳 しい ものがございま

すが、これ らに対応す るためにも、医療現場の業務の効率化 と安全性 の向上

を図 るために も、今後 もICT化 の取組 を進 めて参 りたい と考 えてお ります。

続 きま して、高額医療機器 についての ご質 問にお答えをいた します。

高額な医療機 器の導入 に当た りま しては、まず費用対効果の問題、そ して

長期 間での収支計画への影響 を考慮 して、購入 を決定すべきもの と考 えてお

ります。

通 常、高額な医療機 器の購入 につ きま しては、起債 を発行 して購入 してお

りますが、この返済 は元金、利 息を含 めて5年 分 割 で支 払 うこ とにな り、 向

こ う5年 間 の収 支 状況 を考慮 して 、購入 しなければな りませ ん。また、将来

の医療機器 の買い替 え時期 を勘案す ることで、負担 の平準化を図るこ とがき

ます。

このため統合病院では、新規に購入す る医療機器 と現在の両病院か ら移設

す る医療機器 を併用す ることで、医療機器 の買替 時期 を分散 して投資が一時

期 に集 中す るこ とがない よ うに配慮 いた してお ります。

しか しなが ら、地域住民の命 の砦 として、より高度 で、よ り質 の高い 医療

を提供する とい う公立病院の使命 も忘れてはな らない ものと考 えお ります。

費用 対効果 、長期 の収支計画 を踏まえなが らも、必要 な医療機器 の充実 には

努 めて参 りたい と考 えてお ります。

次 に最後 にな りますが、マ グネ ッ トホス ピタル についてのご質問にお答 え

をいた します。

統合病院 は、基本構想の段階か ら、診療科が27診 療科 とい う総合 的 な機



能 を持つ病院 として位置づけま して、医療スタッフの充実 に加 え、最新 の医

療機器 を備 えた、あ らゆる診療 に対応できるほか、地域 の医療機 関 との連携

に よ りま して、自宅に戻って も安心 して療養 できる地域完結型 医療 の環境 を

整 える予定で ございますので、患者 に とっては、よ り安全 でよ り安 心な医療

を提供できるもの と考 えてお ります。

また、統合病院は神戸大学 との連携 によりま して開設す る全 国で も初の病

院で ございます。この意味では、いわゆる医師の研修医に対す る指導 医の配

置 が充実す ることが予想 されます。また、ベテラン医師に とっても手術等 の

症例数が非常に多 くな り、また、最新 の医療機器の配置 も考 えてお りますの

で、スキルア ップ も十分図ってい くことができる と考 えてお ります。

そ の他、看護師 あるいは医療技師に とって も、医療技術 の向上のために研

修 の支援を行 うとか技術講習会 を開 くなど、日進月歩す る医療環境 に対応 し

ていきたい と考 えてお ります。

このほか、院内保育所 、あるいは職員食堂、職員宿舎な ど、福利厚生や勤

務 条件面 も整備 しなが ら、職員が働 き続 けられ る環境作 りを整 えて参 りたい

と考 えてお ります。

以上で、堀議員 の ご質問に対す るお答え とさせ ていただきます。

【「議長」 の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

8番 、堀 元 子議員 。

08番(堀 元子)

ご答 弁お 伺 いい た しま した。何 点 か再質問 させていただきますので よろ し

くお願 いいた します。

まず一般質問の問1、 ア ンケー一・ト結果 につ い て は、非常 に精度 の高い もの

であると、そのよ うにとらえておる とおっ しゃってお られま した。信義則 に

基づいて、その結果 を信 じてい くべきであるとい うようにも聞こえたのです

が、ある意味 これか らは先ほ どお答 えいただいた、マ グネ ッ トホス ピタル の

理念 に基づ いて、働かれ る方 もスタ ッフで700人 お られ るわ け です か ら、

弾 力 性 の あるよ うな、患者様 に とってもそ うです が、スタ ッフに とって も、

ここで一つ腕 を磨 こうとい うような、そ うい う病院であるような政策 を考 え

ていただ くのが一つ の方法ではない か と思います。この点について1点 お伺

い を したい と思 い ます。

信 義則 に基づいて、アンケー トの結果 を信 じよ うとい うことです が、また、

相手方が信義則 に基づいて実行 して くれるであろ うとい うことです が、それ

以上は特に考えてお られ ない とい うことで したので、できるだけス タッフの



方 を引き付 けるよ うな方法を考 えていただきたい と思います。できま した ら、

福利厚生 について どのよ うなものを考えてお られ るかお伺 い したい。

次 に、医療スタッフの確保 についてですが、周産期医療が今度 できる病院

とい うことで、周産期 とい うのは妊娠 してか ら22週 目か ら生 後7日 目の間

の こ とを周産 期 と言 うそ うですが、この間に非常に感染症を起 こした り、母

子共々生命 の危険が高い とい うことで、非常に大事な医療にお ける一つの分

野で ある と認識 してい るのです が、助産師の確保 について どのよ うにや って

お られ るのか、助産 師に絞 ってですが今現在 どの ように確保 され てお られ る

のか、その点 について質 問させていただきます。

それか ら、質問4の マ グネ ッ トホ ス ピタル の とこ ろで、今 、福利厚生をこ

れか ら考 えてい くとおっ しゃ られま した。ちょっ と長 くな りますが、医師の

立 ち去 り事件 と言いま して、あるいは立ち去 り方サポタージュとい う言葉で

一般 的には知 られているのですが
、要するに、一生懸命 お医者 さん も頑 張る

のですが、い ろいろ過酷 な勤務条件 な どが全 く改善 されない ことで力尽 きて

立ち去って行 かれ る。その ことに よって医師が減 ってい く、このよ うな こと

を医師の立ち去 りもしくは立 ち去 り型サポ タージ ュとい う言葉で表 現 して

お ります。

これは、小松 さん とい うお医者 さんがそ うい う本を出 されて、それで有名

になったのですが、そのサポタージュとい うのは離職 とい う意味ですか ら避

難 を してい るんです。避難 を してい るのですが、どの よ うに して医師が立ち

去 らない よ うにすべ きであるか、この ことについては何十年 も前か らず っと

話 し合 われてきて、なかなか改善が難 しい分野であ ります。聞いた話ですが、

西神 戸医療セ ンターでは、過酷 な当直 に対 しま して、24時 間 勤務 とい うも

の は 、その24時 間働 き続 ける とい うこ とが、車 の運転 にお ける飲酒運転 と

同程度 の危険度であるとい うアメ リカのデータもあるそ うですが、そ うい う

ところを考慮 して、当直明けの 日は別 のバイ トのお医者 さんを入れ るとい う

方 法を とってお られ るそ うです。ですか ら、改善 している病院もあるのです。

この よ うに、多方面か らい ろい ろ福利厚生 とい うものを考えていただいて、

そ して医師の立ち去 りな どが無いよ うに努めていただ きたい と思います。こ

の点についての見解 を1点 い た だ きた い と思い ます。

それ か ら、質疑のほ うで質問 させて もらいま したが、先 ほどのこ答弁 をお

伺 い してお りま して、実際、運営面で1日6時 間 勤務 とい うの は非常 に難 し

い とい う意味にも解釈できたのですが、その運用面 とい うのは医師のスタ ッ

フの確保 の前 に、あるいは看護 師のスタ ッフの確保 の前に何 よりも優先す る

ものなので しょうか。私は とにか く社会状況 に鑑みた り、弾力性 のある制度



を作 る とい うこ とで、逆にい ろいろな医療 スタ ッフを確保 していただいて、

そのことによって病院経営を軌道 に乗せていただき、そのことが両市民の皆

さんの健康 を守 り抜か して もらうことにつなが る、こんなふ うに考 えていま

す。 このことについて、企業長、副企業長 のお考えをいただきたい と思いま

す。

弾力的に、これか ら制度 を考 えていただ くことによって、医療 スタッフの

確保 につながる と思いますので、週4日 とい う勤務 形 態 につ い て もお 考えい

ただきたい と思 うのですがいかがで しょうか。

それか らも う1点 、先 ほ ど小 野 の方 で 、医師 が減少 したことによ り三木 の

方 で研修 していただ くとい うような形態を とられ るとい うことで、それ もそ

の8、000万 につ い て は小野 の方 で持 っ ていただ くとい うことですが、今

後研修な どを通 じて交流、それ か らお互い腕を磨 くとい うことですが、質 に

ついて看護師の数はある程度め どが立つ とい うことです が、量 よりも看護 師

の質 と言いますか、優秀な人材 と言い ます か、どの ようにそれ らを確保 して

い くのか。と言いますのは、や は り前提 に両者 の間に質的に開きがあるのか、

あ るいは研修す るとい うことですが、その ことによって確実にそれが担保 さ

れ てい くものなのか、その点についての考 えをお伺い したい と思います。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西本 事務 局長 。

○事務 局 長(西 本則 彦)

それ で は、一番 最初 の看護 師職 員に対す るア ンケー ト、3点 目にあ った 医

師 の立 ち去 り事件 、 これ も福利厚生であった と思いますので福利厚 生面につ

いてお答 えをさせていただきます。

まず 、統合病 院の福利厚生 にっきま しては、現両病院 と同 じ公務員 の身分

を引き継 ぎますので、遜色ない制度で ございます。 これに加 えて、院内保育

所である とか宿舎、そ して現両病院ではなかった職員食堂な ども備 えま して、

整備 に努 めてい きたい と考えてお ります。

それか ら2点 目に 、周 産期 の関係 で助 産 師 の確保状況 とい うことで ござい

ま したが、全体の看護 師数 として人員 は確保できている とい うことで、再三

ご説 明申 し上げてお ります。助産 師につ きま しては、現在両病院で4人 の職

員 が ご ざい ます 。 この たび の採用試 験で1名 採 用 しま して 、現在5名 は確 保

で きてお ります 。そ して、10月 の開 院 まで に必要 な数 を確保 してい く予定

で ございます。

それか ら、育児休 業の週4日 の制度 につ き ま して は、先 ほ どか らいろい ろ



と申 し上げてお るわけで ございますが、そもそも地方公務員法 の育児休業法

で法律 の中で勤務形態まで規 定 している、時間数 まで規定 している法律 はあ

ま りないのです が、この法律がそ こまで規定 してい るのは、育児 の時間を確

保す るのは非常に大事だが、これ に対す る先 ほ ど言いま した ような補 充職員

の必要性 である とかを考えると、職員 のニーズ と人事管理上、必要性 の調整

が非常に必要な制度で あるので、勤務形態まで限定 しているのではないのか

と考 えてお ります。ですので、絶対にその運用を しない とい うことではござ

いませ んが、先 ほど申 し上げま した よ うに、職場 で一緒 に働いてい る職員 の

協力 とか理解 とか、あるいは補充す る職員 の確保 とか、そ うい う面 を考 えた

上で今後検討すべきではないか と考 えてお ります。

最後 の、両病院の看護師の質の件 でございますが、これは質 と申 し上げま

して も、レベルが低い とか高い とかい うことではなくて、今現両病院の医療

機能 がそれぞれ異な ります。た とえば、三木では心臓 とかの循環器 系疾患を

中心にや ってい るとか、ICU、HCUの 集 中治 療 室が あ る とか、一方 、小

野 では小児科で ある とか、糖尿病であるとか、それぞれ医療機能 が異 な りま

すので、今度新 しい病院になった時に、それぞれの看護 師が対応できるよ う

に人事研修派遣等で、それを埋めてい きたい と考 えてお ります。

私か らのご回答は以上で終わ ります。

【「議長」 の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

藪 本 副企 業 長

○副企 業 長(藪 本 吉秀)

堀議 員 か らの ご質 問に対 しま して、いわゆる私 どもが 目指 しますマ グネ ッ

トホス ピタル とい う根幹的な理念、それ といわゆるそこに働 かれる、いわゆ

る従業な さる方 、そ してまた患者様 とい うお客様 、その満足度それぞれいわ

ゆ る従業者 サイ ドか ら見ればES、 そ れ か らお 客様 満 足度 か ら見 れ ばCS、

それ を どち らに重 きを置 くのか 、あるいはいずれ も重 きを置きなが らどの よ

うに今後運用 してい くのか、そ ういった総括的なご質問なのかなと承 るわけ

でございます。

私 どもマ グネ ッ トホス ピタル の理念 とい うのは結論 か ら申し上げます と、

両方 を満足 してい くとい うことが、初 めてこのマ グネ ッ トホス ピタルの理念

に資す る。その 中でも、や は り従来、軽視 されがちであったESを 高 める こ

とが最 終 的 にはCSも 高 めて い くこ とに繋 が る。企 業長 が常々申し上げてお

ります よ うに、新たな病院を作る とい うことは、今の市民病院 をそのまま公

立病院 としてそのまま延長線 上にあるのではな くて、新たな価値感で もって、



付加価値 でもって、あ る意味で言 うと従業 され る方 も経営者 もそ してまたお

客様である患者様 も、意識変革、改革の中において、従来の殻 を破 っていっ

た新たな ものを生み出 してい こ うとい う、いわゆる社会的な壮大な実験 とも

言 えるよ うな ものに、私共両市は取 り組 んでおるわけで ございます。

そ うい った中において、先ほ ど事務局長が答 えた形の中において、従来 に

ない よ うなESを 高 め てい く中 にお い てCSも 高 めて い こ うとい う取 り組

み を私共 目指 してお りますので、そ うい った点についてはご理解賜 りたい と

思ってお ります。合わせて質問のお話で出ま したけど、ま さしく両病院にお

いて得手、不得手 とす る ところが ございます。不得手 とい うわけではな く、

得手す るところの分野が違 ってい るわけでございます。私 どもは吉川町 と三

木市 と合併 したそ うい う団体でございますが、や は りそ ういった病院合併 と

い うものを した場合 に、一つ に溶 け合 うのにはや は り時間がかかるか と思い

ます。

しか しなが ら、あ くまでも病院 とい うのは、人の命 を預かる仕事 でござい

ます。そ ういった意味では、統合直後 はやは り先 ほ ど事務局長 が答 えました

よ うに、今 それぞれが得手 としてい る分野に所属配置を してい く中において、

中長期 的での人事 ローテー シ ョンを組んでい く中において、ひ とつに溶け込

んでい くのにはやは り5年 、10年 そ うい った スパ ンで物事 を見て いかなけ

れ ばな らないのではないか と、この ように考 えてお ります。

最後 に育児休暇の関係で ございますが、私 も長 く公職 についてお ります が、

いみ じくも今、事務局長がお話 しさせていただきま した とお り、育児休業 を

弾力的に取 るとい うことがESを 高 めて い くとい う議 員 の ご指 摘 、ある意味

ごもっともで ございますが、技術的な意味か らも実際の この制度 を運用 して

い くに当たっての、い わゆる補充、他 の方 との引継 ぎとか補充職員 とのバ ラ

ンス等々を考えた 中で、今 、育児休業法 とい う法の中で今の枠組みがあるわ

けで ございます。当然 、法 を超 えてやってはいけないのか とい うこと、それ

はない と思いますが、先ほ ど事務局長がお答 え しま したよ うに、当初 開院 し

てみた中での運用 を見 なが ら、よ り弾力的に必要か どうか検討 させていただ

きたい。オープン時は、今事務局長 が答 えた方 向で臨ませていただきたい。

このよ うに思 う次第で ございます。

以上、答弁 といた します。

【「議長」の声 あ り】

○議長(加 岳井 茂)

蓬莱 企 業長 。

○企 業長(蓬 莱 務)



議員 のご質問 も、それか らそれまでの松原議員 さんそ して 中尾議員 さん、

実は共通 した ご質問をいただいているのです。ポイ ン トは、何 のために新た

な病院を作 ろ うとしたのか とい うことです。いろんな要素があ ります が、ポ

イ ン トは三つです。一つは、高度 な医療を提供す るために我々は どうい う果

た しうる役割 なのか。二つ 目は、この医療 の世界で高度で上質なサー ビスを

どうや って提供 してい くか。それ は、看護師等い ろい ろあるのです が。三つ

目は、や は り両病院の持つ今の経営体質 とい うのは、これは何 も三木、小野

統合病院だけではな く近隣市の病院は全部赤字です。そ うい う中で、どうす

れば健全経営を少 しで も健全化 して維持で きるか、これ に絞 られると思 うの

です。ですか ら、高度 な医療 の提供、良質なサー ビスを どう提供す るか。そ

して、健全経営 をど うやって維持す るか、この中でのバ ランス感覚を求め ら

れてい るのです。です か ら、議員 の言われ るよ うに、例 えば、看護師に手厚

いサー ビスを提供 した ら、結局患者がた くさん来 られ るよ うになって経営に

寄与す るで しょう。

しか し、一方 ではその負担 とい うのは大きな負担、つま り経営に対 して大

きなマイナスになるとい うことは、今後、高度 医療 の機器 を購入す る ときに

それができない ことになるのではないか。一方で、高度 医療のための機器 を

買いすぎ ると大変な負担が生 じるが、一方では高度 医療を優先す るためにそ

れ を買わなけれ ばな らない とい うことであ ります。ですか ら個別な話は長い

のですが、要す るにこの三つの高度な医療 と良質のサー ビス と健全経営 と三

つの 中で、いわゆる最適化 を求めてい くか とい うことが、この新 しい病院に

求 め られ る一番大きな課題 です。

そのために医師は どうあるべ きなのか、医師の数 は どうあるべきなのか、

加 えて看護師 さんの仕事の在 り様は ど うあるべきなのか、看護師 さんの数 は

どう充足す るのが望 ま しいか、加 えて企 業団 として、その周辺 を整 える福利

厚生 を含 めた体制 とい うのはど うす ることが一番望ま しいのか。その中でそ

の四つ の要素 を どのよ うにす ることによって、健全経営をす るか とい うこと

が、最大の住民に対す るサー ビスの提供なんです。ですか ら我 々は、何 もか

も良 くて、誰 もがいい病院や なあと言 って くれ るこ とだけの表面上のそれを

もって、地域住民にお けるいわゆるサー ビスの結果 を招 くのではな くて、本

質がそ こにある とい うことなのです。ですか ら、その よ うなこ とか ら言いま

す と、 どれ もが大事 なことであ りますが、その中で どれ も特化 した形 ができ

ない わけですか ら、どこかで私 たちの持 ち うるこの統合病院が どんなバ ラン

ス感 覚で もって この病院経 営を ど うや ってい くか。そのためには、や は り

我 々もそ うであ ります が、市民もこの病院 を育て るんだ と、そ うい う意識改



革を含 めて、みんなの誇れ るそ うい う病院 にしてい く。そこがあれば、私 は

そ こで出て くるであろ う細々 とした ことは、話 し合いなが ら走 りなが ら修正

を加 えていった り改善 を していった り、あるいは どこかに特化 してそ こを重

点志向で予算配置 をす る とか、それはその時点で考 えてい くのであって、私

はむ しろネ ガティブシンキングではな くて、そこをいかに してポジティブシ

ンキングに切 り替 えていって、どうやってこの病院を育てて冠た る病院にす

るか、このためにこの三つの完成 をきっち りと構築 してい くことが、私たち

の持ち うる重要な使命 であると考 えています。

それまでに至 る ところに、この1年 間 ほ ど混 乱 を生 じます。 しか し、私た

ちは30年 先 を考 えた病 院 の本質 は何 なの か とい うことを考 えたために、こ

の決断 を しようとしてい るのです。だ と言って、今 ある問題 をおろそかにし

ようと言ってい るわけではないです。それ ぐらいの気持 ちでや らない と、こ

れ ぐらいの統合病院はできない とい うことだけは しっか りと申 し上げて、企

業長 としての理念 と責務 について申 し上げれ ば、それ に尽 きる とこ う思いま

すので、 ご理解賜 りたい と思います。

【「議長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

8番 、堀 元子議 員 。3回 目に な ります ので。

08番(堀 元子)

ご答 弁 あ りが と うご ざい ま した。企業長、副企業長の話 もよく分か ります

し、事務局長の話 もよく分か ります。

それでは、改めて再質問 させていただきます。

助産師についてですが、今 両病院合 わせて4名 、それ か らも う1名 は確保

で きてい る とい うこ とですが、確か11名 必 要 で ある とい うよ うな説 明 を受

けている と思います。そ うします と、今5名 です か ら、6名 足 りない 計算 に

な るか と思 います。その人員 については、 どの ように確保 していかれ るお考

えなのか ご説明 くだ さい。

それか ら、先 ほどより女性スタッフの確保 とい うものが必要 である とい う

話 を私 の方か ら一方的に させ てもらってい るのですが、神戸大学の医学部 に

ブラッシュアップセ ンター とい うところがあるよ うです。そ こで、看護 師、

医師の女性 の医療ス タ ッフの出産や子育て についてのサポー トを してい る

そ うです。 そ うい うセ ンターがあ ります。そち らの方で も、例 えば、その人

に合った働 き方、フレキシ ビリテ ィに応 じた働 き方 とい うものをア ドバイス

す る中で、就職先についての相談 も受 けてい るよ うです。ですので、本 当に

この問題 は非常に女性 に とってのみな らず、人員 を確保 してい く上で、また



バイ トを確保 してい く上で、非常に新 しい病院を宣伝 しうるものになる と思

います ので、是非、また前 向きに取 り組んでいただきたい と、これはご要望

に とどめますが、 よろ しくお願い したい と思います。

それか ら、3点 目です が 、質 問 に した ら2点 目に な ります が 、今 両病 院 の

看護 師 さんについて、質については何年 か慣 らしてい く中で、一つに溶 け合

ってい く中で、そ うい うスパ ンの中で得手、不得手のジャンル があるので慣

らしてい くとい うお話 が ございま した。本 当にそ うなってほ しい と思 うので

すが、例 えば、新 しい病院に換 わる前 に一度試験の よ うなものをす る とかそ

うい うこ とは何か考 えてお られ るので しょうか。この2点 につ い てお尋 ね い

た します 。

【「議 長」の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

西 本 事務 局 長。

○ 事務 局長(西 本則 彦)

1点 目の助産 師 の確保 につ きま して は、この4月1日 現在 で5人 、 目標 が

10人 ない し11人 程 度 とい うことです が、 この半 年間で必要数 を確保でき

るよ うに今後進 めて参 りますので、いつ どの時期 にと、この場では申し上げ

られません けれ ども、この半年 間、開院までに何 とか確保 したい と考 えてお

ります。

それ と看護 師の質の確保 のために試験 とい うよ うなお話 で ござい ま した

が、看護 師は、そ もそ も国家資格でござい ます。免許職種で ございます。で

すので、資格審査を経た ものが、看護師 として ご活躍いただいているわけで

すか ら、 さらにそれ に資格試験 を課す とい う考 えは ございませ んが、先 ほ ど

か ら申 し上げてお ります が、今 までの業務 内容、長 らく携 わってきた業務内

容 と異な る業務 をす る場合は、ある程度 の研修期間な り実地交流な りが必要

ではないか と考 えてお ります。

【「議 長」 の声あ り】

○議長(加 岳井 茂)

蓬莱企 業 長 。

○企業 長(蓬 莱 務)

看護 師 の こ とは、皆 さん方 も非 常に重要な事項で質問 きれてお ります ので、

要 は看護師 の確保 とい う問題、も う一つ は看護師の トレーニングとい うこの

二つの問題 がある。当面 の課題 としては、必要人員 をいかに確保す るか とい

うこと、これ を第一義的 に考 えてお るわけです。 もちろん国家試験の通 った

看護師の確保 です。 そのために大学の中に看護学部ができるとい うよ うな、



中長期 にわたるビジ ョンを掲げて三木市が大 きな負担 を して、や ろうとい う

ことになったわけです。80名 の定員 なの で コンス タ ン トに10名 近 くは採

って い こ うとい う、だ と言 ってそ うい う中に も当然質が要求 され るわけです。

とい うよ うなことで、まず人数の確保。

二つ 目は、やは り新 しい機 器が どん どん変 わってい く中で当然そ うい うこ

とは学んでいるわけですが、実際の現場でそれが ど う役 立つか と言 った らま

た別なんです。現場における トレーニングとい うのは別 なんです。それは絶

えず進化 し続 けるものです か ら、絶 えず高度 医療に連動 しなが ら トレーニ ン

グ していかない と、 どんなにベテランの看護師で もその時期 に応 じて、その

機器 に応 じて、あるいはその医療の構造の質 に応 じて、やは り変わっていか

ない とい けないわけです。ですか ら、毎 日が トレーニングなんです。ですか

ら、質 と言われればこんな質 をカバーできる看護 師であれ ばいい とい うわけ

ではな くて、看護 師を絶 えず訓練 してい く体制 をど うす るのか とい うことを

ご質問だ と理解 します と、これは もう当然 のこ とであ りま して、ただ問題 は、

その時に看護師の数があれ ばいいのか とい うことも問題 にな ります し、経営

の問題 もあ ります。ですか ら、我 々は先にいかに して、よその病院 はいいん

です。 この統合病院は、ど うい う環境の中において どの ようなことを我々は

求 め られているのか、この地域特性 を しっか り理解 して どんな病院に してい

くか、それは他 と異なる病院でいいんです。そ うい う中で、この地域に密着

した働 く人 と、それか ら診 る医師 とそれか らその我 々それ を支 える側が、 ど

うい う特徴 のあるこの地域 に密着 した病院を作 るか、これ がこの北播磨総合

医療センター の理念なんです。ですか ら先ほ ど言いま したよ うに、医師の確

保 、看護師の確保 、それ と トレーニングとそれ か ら機器 の準備 とい うのは時

代 の変遷 と医療の高度化 によって変わってい くものです か ら、大事 なことは

固定観念 に とらわれ ないで、フ レキシブルに対応 し、着実にス ピー ド感 を持

ってやっていけるか どうか、そ うい う管理体制 をあの新 しい病院に根付 く、

そのほ うが大事であ ります。ですか ら、徹底 したそ うい う管理 とはなんぞや

とい うこ とに力 を入れた体制 を作っていきたい、 こ う考えてお ります。

それがあれ ばど うい う状況になろうとも、質 の悪い看護師がおればその人

は質のいい方 に変わって くれ るで しょうし、ベテ ランでの うの うとしていた

らっいてい けないんです。そんな人は去って もらわない と困る し、私は看護

師は多分余 る状況になると思い ます。それ か ら、 「統合病院には相応 しくな

いですな あ、このお医者 さん。」と、私 はこ うい う時代 が来ると思 うんです。

世 の中変 わってい くんです よ。そ うい うような病院に私はなると、 うそをっ

いたなあ と言 われ るかも しれ ませんが、それ ぐらいの気持ちで ございます。



これで、答弁 になったか どうか分か りませ んが、是非 ともそ うい うような病

院なんだ とい うこ とを、皆 さん住民に しっか りと伝 えていただきたい と思い

ます。

○議長(加 岳 井 茂)

以 上 で、 堀議員 の質疑 応 答 が終 了いた しま した。

以上で、通告による発言 は終わ りま したので、 これ にて質疑並びに一般質

問を終結いた します。

これ よ り討論 に入 ります。

討論については、通告があ りませんので、これを終結 します。

これ よ り第1号 議 案 、 北播 磨総 合 医療 セ ン タv・一…企 業 団職員 の定年 等 に 関す

る条例 の制定についてか ら 日程第16、 第14号 議案 、平成24年 度 北播磨

総 合 医療 セ ンター企 業 団病院事業会計補正予算(第1号)ま で を一 括 して採

決 い た します 。

お諮 りいた します。

本案 を原案 の とお り決す ることに、ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

ご異議 な しと認 めます。 よって、第1号 議 案 か ら第14号 議 案 まで は、原

案 の とお り可 決 されま した。

○議長(加 岳井 茂)

以上 で 、本 日の 日程 は終 わ りま した。

今期定例会 に提 出 され ま した案件 は、ただいま全部議了いた しま した。

〈副企業長あい さっ 〉

○議長(加 岳井 茂)

この際 、藪 本副 企 業長 の あい さっが ございます。

○副企業長(藪 本 吉秀)

先 ほ どは 終始熱 心 な ご議 論 を賜 りま して、第7回 企 業 団議会 定 例会 に上 程

い た しま した議案、滞 りな くご審議賜 りま した こと、ご了承賜 りま したこ と、

厚 くお礼 申 し上 げる次第で ございます。本 当にあ りが と うございます。

私 も最後 にどのよ うな挨拶 をさせ ていただ こ うか と考 えてい たのですが、

先 ほ どの議論 をい ろい ろ聞かせていただ く中におきま して、私 どもは三木市

民病院の話 をして本 当に最後 に恐縮でございます が、一時には50人 を超 え

る医師 を抱 える病 院 で ご ざいま した。先 ほど堀議員 が 自治体病院の崩壊に向

けての3つ の原 則 とい うこ とをお っ しやいま したが、市長就任 の時は35人 、

そ して 再建 病 院 に指 定 され た 時には30人 を割 る 医師数 にな っ てい ま した。

この4月 には50人 に復 帰 い た します 。 これ は、た またま統合病院に向けて



の医局人事 とい うこともあるわけですが、本 当に数年 の間において私 どもは

一番最低 の地獄 も見てきま した
。

その中において、どのよ うに病院経営を再建 してい くか、この ようなこと

に取 り組 んできたわけでございますが、本当に小野市 さん との統合 とい う話

がなければ確実に三木 か ら市民病院が消えてお りま した。人 口8万 都 市か ら

公 立 の 自治 体病 院が な くなっていたわけでございます。そのよ うな中におい

て、小野市の ご理解 を賜 り、そ して市民のご理解 を賜 り、両市議会の ご理解

を賜る中において、 ここにきておるわけでございます。

小野市 におかれて も、統合病院 とい う形の中で思わぬ医師の退職 とい う形

の中で小野市の 中で もい ろいろな問題 が起 こってお るわけで ございます け

れ ども、や は りこれは統合に向けての一つの一種 の通過 していかなけれ ばな

らない、今 その過渡期 にあるのではないのかと、我々が一番今大事なのは大

局 を見失 わない ことであって、その大局 に向かって、それは10年 、20年 、

30年 後 を見据 えた 中で 、この北播磨 の地域か ら公立医療 とい うものをな く

して しまわない、そ うい うことに向けて大いなる一歩 を今、勇気 ある一歩を

踏み出 してお るわけでございます。

どちらかのA市 が得 でB市 が損 で あ る とか、A市 が ど うでB市 が そ うだ と

か そ うい う議 論 に立つのではな くて、それは何 も皆様方 を攻めてお るわけで

はな くて、 自戒 の念を込めて申 し上げているわけで ございます。そ うい う観

点ではな くて企業長 がただ今 申し上げま した よ うに、市民を含 めた新 たな価

値観 を想像 しうるか どうかが、この統合病院の成功のカ ギを握 ってい ると思

ってお ります。

そ うい う意味で私 どもは、自信 を持ってそ して勇気 をもって、も うすでに

半年後に迫って参 りま した。そ ういった新 たな統合病院の開院に向けて歴史

的な瞬間に向けて素晴 らしい議員 さんの もとに、こ うい った審議が行 われ統

合病院が開設 に漕 ぎ着かれてい けるとい うことは本 当に光栄で ございます。

今後 とも、お身体 にご自愛いただき、また3月 以 降 にはそれ ぞ れ市 におい

て市議会での ご審議があろ うか と思いますが、先 ほど申 し上げま した大局的

な観点か ら両市議会 において もこ議論 を賜 る中において、勇気 ある、前進 あ

るポジテ ィブな第一歩 を示そ うではあ りませ んか とい うことを呼びかけ、ま

た私 ども固 くお誓い 申 し上げま して、閉会に当たってのあい さつ にさせてい

ただきたい と思います。

本 当に本 日は終始 ご熱心な協議 、誠にあ りが とうございま した。本 当にお

礼 申 し上げます。

〈閉会 〉



○議長(加 岳 井茂)

ご丁 寧 な あい さつ本 当 にあ りが とうございま した。

それでは、お諮 りいた します。

これ にて閉会 して、 ご異議 あ りませ んか。

【「異議 な し」 と声あ り】

ご異議 な しと認 めます。 よって、第7回 北播 磨 総 合 医療 セ ンター企 業 団議

会定例会 はこれ をもって閉会いた します。

〈議長 閉会あい さっ 〉

○議長(加 岳 井茂)

第7回 、北播 磨 総合 医療 セ ンター企 業団議会定例会 の閉会 に当た りま して、

ご挨拶を申 し上 げさせていただきます。

今期定例会 に付議 されま した案件 は、 「北播磨総合 医療セ ンター企業団職

員 の定年等に関す る条例の制定」 のほか11件 の条 例 の制 定並 び に 「平成2

5年 度 北播磨 総 合 医療 セ ンター一一企業団病院事業会計予算」及び 「平成24年

度 北播 磨 総合 医療 セ ン ター企 業 団病院事業会計補正予算(第1号)」 の14件

の議案 を ご審 議 い た だ く、大 変重要な定例会で ございま したが、議員の皆様

には大変慎重 なるご審議 をいただき、おかげをもちま して本 日の議会 として

も、企業団運営のための 「適切、妥当」なる結論 を得 ることがで き、ここに

滞 りな く審議 を終える運び とな りま した。

改めま して、皆様 のご同慶 とご精励 に対 しま して、心 より厚 く感謝 とお礼

を申し上げます。

すでに2月 半 ばを過 ぎま した が、毎 日厳 しい寒 さが続いてお りますが、同

僚議員 の皆様 をは じめ、企業長、副企業長、事務局職員、関係各位 の皆様に

おかれ ま しては、健康面の管理には十分 ご自愛いただき、今後 もますます ご

活躍 くだ さいます よ うに、心 よ りご祈念 申し上げま して、閉会の ご挨拶 とさ

せ ていただきます。

本 日は、誠 にあ りが とうございま した。

〈閉会〉 午後3時56分



地方 自治法第123条 第2項 の規 定 に よ り、 こ こに署 名す る。
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